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第１章 研究を進めるにあたって 

 

１ 研究主題 

スポーツの価値意識を高め、スポーツとの多様な関わり方の思考を広げる体育理論 

-「教えて考えさせる授業」を通して「する、みる、支える、知る」の視点を学ぶ教材の活用- 

 

２ 主題設定の理由 

平成28年12月の中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の

学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」（以下、答申という。）には、具体的な改善事

項として、「体育については、スポーツとの多様な関わり方を楽しむことができるようにする観点

から、運動に対する興味や関心を高め、技能の指導に偏ることなく、『する、みる、支える』に『知

る』を加え、三つの資質・能力をバランスよく育むことができる学習過程を工夫し、充実を図る」
１）と示された。また、答申において、高等学校科目体育については、「スポーツの意義や価値等の

理解につながるよう、内容等について改善を図る」２）と示された。 

そして、平成30年告示高等学校学習指導要領解説保健体育編体育編（以下、新解説という）に

は、「『する、みる、支える、知る』といった生涯にわたる豊かなスポーツライフを継続していく

資質・能力の育成に向けて、運動やスポーツの価値や文化的意義等を学ぶ体育理論の学習の充実」
３）が必要である旨が記載された。 

 しかしながら、体育理論の内容が大幅に変更され、指導内容がより明確に示された平成21年の

改定以降、友添は、一般の大学生や若い人たちが「いかに体育・スポーツにかかわる知識を学ん

でこなかったか」４）と述べ、高校までに学んでおくべき重要な体育理論の学習内容に対しての習

得状況を危惧している他、複数の研究者が、体育理論の実施状況について芳しくないことを指摘

している５）６）７）８）９）10）。 

このような背景から、松田は、体育理論の授業実践の確実な定着のため、教材づくりの有効性

を高めることの必要性を述べており11）、大越も、体育理論のアクティブ・ラーニングのロールモ

デルの提示、教材づくりが体育科教育関係者に求められていると述べている12）。 

これらのことから、体育理論の教材研究は他領域と比べ進んでいないと考えられ、また、単元

を通しての実践研究報告も少なく、多くの学校現場では、授業イメージを持ちにくいなど、体育

理論学習の充実が図れていないと考えられる。 

 ところで、市川は、教師が一方的に教え込む授業や、教師が説明をしてくれないといった「わ

からない授業」、「教えずに考えさせる授業」に疑問を抱き、教師がていねいに教え、生徒の理解

状態を把握する手立てを講じながら、知識を身に付けさせることを基調とした「教えて考えさせ

る授業」を提唱している13）14）15）。教師の説明、理解確認、理解深化、自己評価の４つの段階で授

業を構成し、教師が基本的なことを教えた上で、問題解決や討論を行うという授業論であり、多

くの校種や教科で「教えて考えさせる授業」による実践が行われ、成果が報告されている16）17）18）。 

そこで、新解説の体育理論「内容の取扱い」において、「主に概念的、理念的な知識を中心に取

り上げ、指導方法の工夫などにより確実に習得させるようにする」19）ことや、「主体的・対話的で

深い学びの実現に向けて事例などを用いたディスカッションや課題学習などを各学校の実態に応

じて取り入れること」19）が示されていることから、体育理論においても、知識を基礎として問題

解決学習を行う「教えて考えさせる授業」による学習が効果的であると考えた。 

 以上のことから、「教えて考えさせる授業」を通して「する、みる、支える、知る」の視点を学ぶ

教材を作成し活用すれば、生徒のスポーツの価値意識を高め、スポーツとの多様な関わり方の思考

を広げることができ、体育理論の効果的な授業づくりを提案できると考え、本主題を設定した。 
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３ 研究目的 

「教えて考えさせる授業」を通して「する、みる、支える、知る」の視点を学ぶ教材を活

用し、スポーツの価値意識を高め、スポーツとの多様な関わり方の思考を広げる体育理論の

授業づくりについて提案する。 

 

４ 研究仮説 

高等学校第１学年の体育理論の単元「スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特

徴」において、「教えて考えさせる授業」を通して「する、みる、支える、知る」の視点を学

ぶ教材を活用すれば、スポーツの価値意識を高め、スポーツとの多様な関わり方の思考を広

げることができるであろう。 

 

５ 研究方法 

（１）授業を実践するにあたり、理論研究を行い、仮説を設定する。 

（２）理論研究を基に指導と評価の計画を立て、筆者自身が授業を実践する。 

（３）理論研究と仮説検証の結果を基に、研究のまとめを行う。 

 

※ 本研究では、スポーツ基本法20）や神奈川県スポーツ推進計画21）のスポーツの定義から、「運

動」を「スポーツ」に含めることとした。（p.10参照） 
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「教えて考えさせる授業」による学習 

スポーツを「する、みる、支える、知る」の視点を学ぶ教材 
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６ 研究の構想図 
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体育（体育理論）の現状 

生徒 

●体育理論の学習内容の習得状況が危惧されている 

●「体育は実技科目」という認識 

教員 

●「内容が扱いづらい、教材が無い」、「運動することが重

要」、「子どもの反応が良くない」 

●「『体育は実技科目』という認識」で「教員もその認識に同調」 

スポーツの価値意識が高まる 

スポーツとの多様な関わり方の思考が広がる 

「する、みる、支える、知る」といった生涯にわたる

豊かなスポーツライフを継続していく資質・能力

の育成に向けて、運動やスポーツの価値や文化

的な意義等を学ぶ体育理論の学習の充実が

必要 

H30学習指導要領解説保健体育編体育編 

・スポーツとの多様な関わり方を楽しむことがで

きるよう「する、みる、支える」に「知る」を加

え、学習過程を工夫し充実を図ること 

・スポーツの意義や価値等の理解につながる

よう、内容等について改善を図ること 

Ｈ28中央教育審議会答申 

【問題点】 体育理論の効果的な授業モデルが少ない 
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第２章 理論の研究 

 

１ 体育理論について 

（１）近年の学習指導要領における体育理論の扱いの変遷 

体育理論は、常に学校体育指導要綱や学習指導要領に位置付けられており、授業時間数に

ついても変遷はあるものの、1956（Ｓ31）年学習指導要領から明記されてきた。しかし、1998

（Ｈ10）年学習指導要領には体育理論の具体的な授業時数が明記されなかった。野間は「授

業時数について記さなかったことが、現場における体育理論の必要性についての理解を後退

させた結果につながったのではないか」22）と述べ、岡出は「体育理論を独立した内容領域と

しつつも、実質的には実技の中で関連する知識が提供できる状況を生み出していた」23）と述

べている。 

そのような背景から、平成20年告示中学校学習指導要領、平成21年告示高等学校学習指導

要領（以下、現行指導要領という。）において、体育理論については、中学校は各学年３単位

時間以上、高等学校は各年次６単位時間以上と具体的な授業時数が明示された24）25）。また、

高等学校への接続も考慮し、これまで中学校で「体育に関する知識」と示されていたが、こ

の改訂で領域の名称が「体育理論」に変更されることとなった。26)野間は、「授業時間数が明

示されたことは『体育理論』の確実な実施を目指してのことであろう」27）と述べ、岡出は、

「直接運動をすることと関連づけて教える知識とそこから距離を置いて教える知識が整理

されたことを示唆している」23）と述べている。 

そして、平成30年告示高等学校学習指導要領（以下、新指導要領という。）において、体育

理論は、主に現代におけるスポーツの意義や価値、科学的、効果的なスポーツの実践、豊か

なスポーツライフの設計等に関わる内容で構成され、内容の取扱いにおいては引き続き各年

次６単位時間以上を配当することと明記されている28）。新解説において、体育理論の内容は、

中学校体育理論の学習成果を踏まえ、「する、みる、支える、知る」といった生涯にわたる豊

かなスポーツライフを卒業後にも主体的に実践できるようにするための構成と示されてい

る29）。 

 

（２）体育理論の重要性 

答申において、体育については、スポーツとの多様な関わり方を楽しむことができるよう

にする観点から、運動に対する興味や関心を高め、技能の指導に偏ることなく、「する、みる、

支える」に「知る」を加え、学習過程を工夫し、充実を図ることが示された１）。新解説にお

いて、体育の知識については「意欲、思考力、運動の技能などの源となるもの」と位置付け、

定着を図る重要性が示された。さらに、「する、みる、支える、知る」といった生涯にわたる

豊かなスポーツライフを継続していく資質・能力の育成に向けて、スポーツの価値や文化的

意義等を学ぶ体育理論の学習の充実の必要性が示された３)。また、友添は、これからの体育

は実技と知識の相互の関係を踏まえた授業が展開されていくことが求められ、その知識の核

になるのは体育理論であり、体育の学習に際してこれまで以上に重視されることになったと

述べている30）。スポーツを知的なレベルでとらえ、できることと同時に、スポーツの仕方や

原理や法則、社会的な意味や文化的意義を理解させることが重視される体育授業が求められ、

このような体育を実現していくには、何よりも体育理論が重視されなければならないと述べ

ている31)。 

 さらに、大越は、高校卒業段階では、スポーツと多様に関わる能力を身に付けさせるため

の知識と実践の往還の必要性を述べている32)。運動領域では「する、みる、支える、知る」
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の具体について体験を通して学ぶ。知識に関する領域である体育理論で様々な運動領域で学

んだ関わり方の共通概念として、実生活に生せるよう、運動領域と関連させながら系統的に

学ぶことが重要であると述べている32)。 

 以上のとおり、21世紀の知識基盤社会の中で知識の重要性が示され、体育の知識に関する

領域である体育理論の充実の重要性が求められている。 

 

（３）体育理論の授業実態、問題点 

友添は、体育・スポーツ系学部・学科に在籍する大学生を対象とした「高校までの体育で

学んでおくべきキーワードを知っているか」を問う調査の結果から、「いかに体育・スポーツ

にかかわる知識を学んでこなかったかは容易に推測できる」4)と述べている。また、その回答

した多くの学生から「中・高校の体育の授業は実技ばかりで、体育の意義やスポーツ文化を

相対化する、体育・スポーツにかかわるこういった基本的な知識や理論を教えられてこなか

った」4)といった意見を耳にし、高校までの体育で学んでおくべき重要な学習内容に対して

の習得状況を危惧している。 

笹生らは、「高等学校における体育理論授業の実態に関する研究」において、大学生を対象

に体育理論を高校の時に実施されたかどうかを問う質問の結果から、体育理論が「実施され

たと答えた者が33.6％」5)であり、「すべての高校において体育理論の授業が実施されている

わけではなかったことが推察される」5)、「高校の保健体育科において、体育理論は必修とし

て扱われていない可能性があることが明らか」6)と述べている。 

村瀬らは、中学校保健体育科教員を対象とした質問紙による調査の結果及び考察では、「単

元として実施」と回答したのが46.7％だが、「実際の実施率は１～２割程度とも推察でき、中

学校現場における体育理論実施率の低さを覗うことができる」7)と述べている。 

このように実施に至らない原因として、村瀬らは、「教材の扱いづらさ、生徒たちの反応の

悪さ」8)と「教員の教材研究の不足」8)を挙げ、黒澤も、中学校・高等学校の教員へのインタ

ビュー調査から「生徒にとって『体育は実技科目』という認識が非常に強いということ」と

「教員もその認識に同調」9)して、実技中心のカリキュラムを構成していると述べており、

「要領に示されている『体育理論』の授業実施のねらいや目標と、中学・高校の授業実践に

大きな乖離が生じている」10)とも述べている。 

以上のことから、体育理論の授業は現場に浸透しきれておらず、授業改善も十分に進んで

いないと考えられる。 

 

（４）体育理論の課題解決に向けて 

 大越は、21世紀を生きる子どもたちの長い生涯を見通し、そこに豊かなスポーツライフの

創造を期待し、スポーツ文化の担い手として育て上げるためにも体育理論の授業観を転換し

ていく必要があるとし、体育理論のアクティブ・ラーニングのロールモデルを提示していく

ことが、体育科教育関係者に求められていると述べている12)。そして、そうした授業の成立

にとって決定的に重要なのが教材づくりであると述べている12)。 

村瀬らは、子どもたちが体育理論に意義を認めて受講することで、生涯スポーツへと繋が

る態度を育成することができるであろうと述べており、そのために教師は生徒に体育理論単

元の意義を感じさせる授業を行わなければならないと述べている33)。したがって、体育理論

を単元でアクティブ・ラーニングとして行うこと、教師の十分な教材研究と将来に生涯スポ

ーツへと繋がるという信念の必要性を述べている33)。 

以上のことから、アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた体育理論の授業づくりを提案

することが課題解決につながると考えられる。 
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２ 「教えて考えさせる授業」について 

（１）「教えて考えさせる授業」を活用するに至った背景 

   答申において「習得した知識や技能を活用して課題解決することや、学習したことを相手

に分かりやすく伝えること等に課題があること」34）が示された。 

   また、新解説において、各年次６単位時間以上としたのは、主体的・対話的で深い学びの

実現に向けてディスカッションや課題学習などを取り入れることができるように配慮した

ためと示されており、アクティブ・ラーニングの視点を持った主体的・対話的で深い学びを

実現するための授業展開が求められている19）。さらに「体育理論では、主に概念的、理念的

な知識を中心に取り上げ、指導方法の工夫などにより確実に習得させるようにする」19）と示

されており、知識の確実な習得が求められている。 

   以上のような課題を解決するためには、アクティブ・ラーニングの視点を持っていると考

えられる市川の提唱する「教えて考えさせる授業」が有効ではないかと考えた。 

 

（２）「教えて考えさせる授業」とは 

市川は、教師からの一方的な教え込みによる「わからない授業」や、1990年以降の「自ら

学び、自ら考える子どもを育てる」という否定しようのないスローガンの中、平成20年中央

教育審議会答申に、「子どもの自主性を尊重する余り、教師が指導を躊躇する状況があったの

ではないか」と指摘されているように、教えることを手控えるのがよい教育であるかのよう

な誤解から生まれた「教えずに考えさせる授業」に強く疑問を抱いていた13）14）35）36）。 

そこで、「知識があってこそ人間はものを考えることができること」、「学習の過程とは、与

えられた情報を理解して取り入れることと、それをもとに自ら推論したり発見したりしてい

くことの両方からなること」など認知心理学を基盤とし、2001年頃から市川が訴え始めた授

業論が「教えて考えさせる授業」である36）37）。 

具体的には、まず基本事項は「教師の説明」で共通に教えた上で、小グループの生徒同士

で説明や教え合いにより「理解確認」を図る。さらに「理解深化」のために、学んだ知識を

活かした討論などの問題解決学習に取り組み、最後は「自己評価」活動で生徒のメタ認知を

促すという進め方が基本となっている38）。場合によって「予習」を求めることもある39）。ま

た、市川は、「教えて考えさせる授業」は、問題解決学習を否定するものと誤解されがちであ

るが、むしろ討論等の問題解決学習を大いに重視していると述べており、それらを導入部か

ら行うのではなく、「教える」場面で得た知識があってこそ、より質の高い問題解決学習をよ

り多くの生徒が行うことができる40）41）。基本的な用語の意味が分かっていなければ話し合い

にならず、授業内容がわからなければ問題解決に向かう意欲も失せてしまうと述べている42）。

市川は、「教えて考えさせる授業」は、より有効な問題解決学習、より多くの生徒が参加でき

る討論を行うための１つの手段と考えてほしいとも述べている41）。 

 

（３）「教えて考えさせる授業」の学習の進め方 

市川は、「教えて考えさせる授業」の学習の進め方について、次のように述べている43）44）。 

 

ア 教える  

（ア）教師の説明 

「教えて考えさせる授業」における「教師の説明」とは、教科書に出ているような基

本事項を教師から共通に教えること、情報を伝えることを指す。この際の注意点として、

教材、教具、操作活動などを工夫したわかりやすい教え方を心がけること。また、教師

主導で説明するにしても、子どもたちと対話したり、ときおり発言や挙手を通じて理解
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状態をモニターしたりする姿勢を持つことが大切である。 

イ 考えさせる  

（ア）理解確認  

「考えさせる」の第１ステップとして、教科書や教師の説明したことが理解できてい

るかを確認するために、小グループやペアに分かれて生徒同士の説明活動や教え合い活

動を取り入れる。この活動は、問題を解いているわけではないが、考えないとできない

活動として重視している。「人に説明できるかどうか」を１つの理解の目安にさせる。 

（イ）理解深化 

「考えさせる」の第２ステップとして、教えられた知識を活用した問題解決活動を取

り入れる。この活動でも小グループによる協同を重視し、生徒の参加意識を高めながら、

理解を深めることを目指す。ここでどんな課題を用意するかが重要であり、「子どもにと

って考えがいのある課題かどうか」を考え設定することが求められる。多くの子どもが

誤解していそうな問題や教えたことを使って考えさせる発展的な課題を用意する。小グ

ループによる、協同的な問題解決により、参加意識を高め、コミュニケーションを促す。 

（ウ）自己評価 

「考えさせる」の第３ステップとして、子どもたちに自己評価活動をさせる。ねらい

は、単なる感想や「どれだけがんばったか」の段階評定ではなく、「自分がわかったこと

は何なのか」、「まだよくわからないことは何なのか」を記述などにより表現させること

を通して、「今回学んだことを、他の場面では活かせないだろうか」と考えることができ

るようになるなど、より効果的な学習につながる。また、教師が、今後授業をどう展開

していくかを考えることに活用することもできる。 

    

   本研究においては、以上のような学習の進め方を基本として授業を構成した。 

 

３ 検証授業に係る体育理論の学習内容 

 2018（Ｈ30）年に学習指導要領が改訂されたが、本校の評価の観点、評価規準については現

行指導要領の学習内容で行うことから、本研究では現行指導要領、高等学校学習指導要領（平

成21年告示）解説保健体育編体育編45）（以下、現行解説という。）の学習内容で授業を展開する

ことを基本とした。 

なお、高等学校学習指導要領の改訂に伴う移行措置により「全部又は一部について新学習指

導要領によることができる」46)となっていることから、取り扱う内容については柔軟に対応す

ることとした。今後、新指導要領に移行することも踏まえ、本研究では新指導要領の内容も一

部組み込んでいる。 

本研究で扱う現行指導要領において、体育理論は次のような指導内容が示されている45)。 

 

Ｈ 体育理論 

 １ スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴 

（１）スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴について理解できるようにする。 

ア スポーツは、人類の歴史とともに始まり、その理念が時代に応じて変容してきてい

ること。また、我が国から世界に普及し、発展しているスポーツがあること。 

イ スポーツの技術や戦術、ルールは、用具の改良やメディアの発達に伴い変わり続け

ていること。 

ウ 現代のスポーツは、国際親善や世界平和に大きな役割を果たしており、その代表的

なものにオリンピックムーブメントがあること。また、ドーピングは、フェアプレイ
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の精神に反するなど、能力の限界に挑戦するスポーツの文化的価値を失わせること。 

エ 現代のスポーツは、経済的な波及効果があり、スポーツ産業が経済の中で大きな影

響を及ぼしていること。 

 

本研究において、単元の学習内容にあたる上記ア、イ、ウ、エについては友添と同様に便宜

上、以下、小単元と呼ぶこととする。47） 

 

４ スポーツの価値意識について 

（１）スポーツの価値教育の重要性 

 答申の教育内容の改善・充実において、高等学校科目体育については、「スポーツの意義や

価値等の理解につながるよう、内容等について改善を図る」２）と示された。 

その答申を踏まえ、新解説において、改善の具体的事項の中に「運動やスポーツの価値や文

化的意義等を学ぶ体育理論の学習の充実」３）が必要である旨が記載された。 

 また、日本アンチ・ドーピング機構も「『スポーツの価値』を基盤とした教育-スクールプ

ロジェクト-」においては、スポーツの価値を基盤とした教育は「自分自身の人生や社会へ良

い影響を与えること、世界とつながること、未来を創造していくこと」と示され、第２期ス

ポーツ基本計画の１つのキーワードとして、「スポーツの価値」が挙げられている48）49）。 

 

（２）スポーツの価値意識について 

  木村らは、「スポーツの価値（価値観、価値意識）に関する研究が対象としてきたスポーツ

は『する』スポーツや一部の競技者に限定的であり、スポーツ基本法をはじめとする新たな

スポーツ諸政策に謳われているスポーツの価値とは必ずしも一致していないとの問題意識

から、『支える』スポーツ、『みる』スポーツの価値意識を含めたスポーツ価値意識評価尺度

を開発した」と述べている50）。 

以上のことを踏まえ、平成28年度日本体育協会スポーツ医・科学研究報告Ⅰの「新たなス

ポーツ価値意識の多面的な評価指標の開発-第３報-」に示された「スポーツの価値意識」は、

答申、新解説が示す「運動やスポーツの価値や文化的な意義等」等の内容を包括する意識と

して本研究では定義した。また、本研究における「スポーツの価値意識」について、数的な

検証に適したものと考え、「スポーツ価値意識評価尺度（簡易版）」51）を採用することとした。

（図１参照、詳細はプリント資料編p.32参照） 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

図１ スポーツ価値意識評価尺度（簡易版） 



9 

 

さらに、生徒の自由記述から「スポーツの価値意識」の変容を見取ることとした。その際、

「スポーツ価値意識評価尺度（簡易版）」の項目名を参考にカテゴライズすることとした。 

見取りにあたっては、次の例のようなことを予め想定した。 

 

（例）スポーツの価値意識の高まり 

 

 

５ スポーツとの多様な関わり方について 

（１）スポーツとの多様な関わり方とは 

スポーツとの多様な関わり方について、新解説の保健体育科改訂の要点の３番目には次の

ように述べられている52）。 

 

運動やスポーツとの多様な関わり方を重視する観点から、体力や技能の程度、性別や障害

の有無等にかかわらず、運動やスポーツの多様な楽しみ方を卒業後も社会で実践することが

できるよう、共生の視点を重視して指導内容の充実を図ること。 

 

また、新指導要領において、科目体育の目標に「体育の見方・考え方を働かせ」53）と記載

があり、新解説では、「深い学びの鍵」54）とされる「体育の見方・考え方」については次のよ

うに述べられている55）。 

 

体育の見方・考え方については、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する観点を踏

まえ、「運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に

果たす役割の視点から捉え、自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な

関わり方と関連付けること」 

 

   以上のことから、スポーツとの多様な関わり方とは、具体的には「する、みる、支える、

知る」とまとめることができる。 

 

 

（２）「する、みる、支える、知る」について 

答申においては、次のことが示された１）。 

 

スポーツとの多様な関わり方を楽しむことができるようにする観点から、運動に対する興

味や関心を高め、技能の指導に偏ることなく、「する、みる、支える」に「知る」を加え、三

つの資質・能力をバランスよく育むことができる学習過程を工夫し、充実を図る。 

 

以上の答申を踏まえ、新解説「Ｈ 体育理論」において、次のように示された29）。 

 

「あなたの考える『スポーツの意義や価値』とは何ですか」 

事前アンケート「１記録を出すこと」（１．プレイ欲求充足） 

➡事後アンケート「１記録を出すことも大切だが、オリンピックのようにスポーツを通し

て２世界平和につながったり、３ドーピングをしないようなフェアな精神を学ぶこともスポ

ーツの価値だと思う」（１．プレイ欲求充足、２．国際的価値、３．教育的価値） 

※カテゴライズの詳細はp.57参照 
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体育理論の内容は、中学校体育理論の学習成果を踏まえ、「する、みる、支える、知る」 

といった生涯にわたる豊かなスポーツライフを卒業後にも主体的に実践できるようにす

るため、主に現代におけるスポーツの意義や価値、科学的、効果的なスポーツの実践、豊

かなスポーツライフの設計等に関わる内容で構成されている。 

    

高橋は、今次の改訂においては「する、みる、支える」に「知る」を加えて示されたが、

これは「知る」ことは「する、みる、支える」ことと同様に、豊かなスポーツライフの実現

に向けた重要な要素の一つであると示したものであると述べている56）。加えて「する、みる、

支える、知る」活動の方法や内容を「知る」ことによって、「する、みる、支える、知る」活

動により一層意欲をもち、運動やスポーツと多様な関わり方が広がるとともに深まっていく

ことを期待するものであると述べている56）。 

大越は、運動やスポーツを「する」ことはもとより、「みる、支える、知る」などの運動や

スポーツとの多様な関わり方を、生涯を通じて実践できるようにすることは、生きがいを持

ち健康で活力ある生活を送る上で大きな意義があると述べている。そして、「する」スポーツ

の関わりを中核としながら、「みる、支える、知る」といったスポーツは互いに関連し合い、

豊かな文化を形成し、発展し続けているとも述べている32）。 

   つまり、生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現には、「する」スポーツとの関わり方だ

けでなく、「みる、支える、知る」スポーツとの関わり方を学ぶことが「スポーツとの多様な

関わり方を楽しむことができるようにする」ために重要だととらえることができる。 

以上のことから、本研究における「スポーツとの多様な関わり方の思考の広がりとは、「す

る、みる、支える、知る」の視点の思考の広がりを指すこととする。 

見取りにあたっては、次の例のようなことを予め想定した。 

 

（例）スポーツとの多様な関わり方の思考の広がり 

 

 

６ 本研究におけるスポーツの定義について 

スポーツ基本法20）には、「スポーツは、（中略）個人又は集団で行われる運動競技その他の身

体活動」と示され、また、神奈川県スポーツ推進計画21）においては、スポーツを「個人又は集

団で行われる運動競技、その他の身体活動のこと。ルールや決まりに基づいて活動する陸上競

技や球技、武道などだけではなく、体操、ダンス、レクリエーションとして行われる身体活動

や、ウォーキングなどの軽度の運動も含むもの」と示されている。よって本研究においては、

「運動」を「スポーツ」に含めることとした。 

 

 

「現在、あなたは将来スポーツとどのように関わっていきたいと考えていますか」 

事前アンケート「健康のために１適度にランニングなどをする」（１．「する」視点） 

➡事後アンケート「健康のための１ランニングをする。また、２ボランティアでサポートス

タッフをしたり、テレビなどで３オリンピックを観るなどして関わろう

と思う」（１．「する」視点に加え、２．「支える」３．「みる」視点が身

に付き、多様な関わり方の思考が広がったととらえる） 

※「する、みる、支える、知る」のカテゴライズの詳細はp.60参照 
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第３章 検証授業 

 

１ 検証授業 

（１）授業期間 

令和元年８月 26日(月)～９月 17日(火) ６時間扱い（50分授業） 

 

（２）授業場所 

   神奈川県立瀬谷高等学校 第１学年６組、７組教室 

 

（３）授業者と対象 

授業者 神奈川県立瀬谷高等学校 保健体育科教諭 平野太一（筆者） 

対象 １年６組 40名、１年７組 40名 

 

（４）単元名 

   体育 Ｈ体育理論 第１単元 スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴 

 

（５）主なデータの収集方法 

  ア アンケート調査 

  （ア）事前アンケート ８月 26日(月) 

  （イ）事後アンケート ９月 19日(木) 

  イ 教材プリント及び学習ノート（毎時） 
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２ 検証方法 

（研究の仮説）高等学校第１学年の体育理論の単元「スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポ

ーツの特徴」において、「教えて考えさせる授業」を通して「する、みる、支える、知る」の視点

を学ぶ教材を活用すれば、スポーツの価値意識を高め、スポーツとの多様な関わり方の思考を広

げることができるであろう。 

 

（１）生徒が授業をどのようにとらえたか 

具体的な視点 手がかり 質問内容等 

ア 体育理論の授

業は楽しかった

か 

事後アンケート 「体育理論の授業は楽しかったですか」（４件法） 

「今回の体育理論の授業の感想を書いてください」（自

由記述から抜粋） 

イ 体育理論の必

要性の認識 

事前アンケート 

事後アンケート 

「体育の授業において『座学で学ぶ知識（体育理論）』

は必要だと思いますか」（４件法） 

「それはなぜですか。理由を書いてください」（自由記

述から抜粋） 

ウ 「教えて考え

させる授業」に

よる学習をどの

ようにとらえた

か 

事後アンケート 教師の説明 （ア）「先生からの説明はわかりやす

かったですか」(４件法) 

（イ）「授業でのＩＣＴ（画像、動画、

プレゼンテーションソフト）の活用

により授業がわかりやすかったと思

いますか」(４件法) 

理解深化 （ウ）「ペア活動によって理解を深

めることができましたか」(４件法) 

自己評価 （エ）「学習ノートにより、毎授業

の最後に振り返りをすることは、学

習に役立ちましたか」(４件法) 

エ 授業における

取組姿勢等 

学習ノート 

（毎時） 

 

（ア）意欲 「自ら意欲的に楽しく授業にのぞめ

ましたか」（４件法） 

（イ）興味関心 「『もっと知りたい』など、興味関心

が湧きましたか」（４件法） 

（ウ）ペア活動

の積極性 

「ペア活動を積極的に行おうとしま

したか」（４件法） 

（エ）ねらいへ

の達成感 

「本時のねらいが達成できました

か」（４件法） 

オ 教材をどのよ

うにとらえたか 

事後アンケート （ア）「授業で使用した教材プリント（個人用）はわか

りやすかったですか」（４件法） 

（イ）「授業で使用した教材プリント（ペアワーク用）

はわかりやすかったですか」（４件法） 

教材プリント 

（６時間目） 

（ウ）「これまで５時間の体育理論の学びの中で、最も

印象的だった内容を選ぶ」（多肢選択法で１つ選

択） 

学習ノート 

（毎時） 

 

（エ）「本時の授業は具体的に次のどの視点について学

べましたか」（「する」「みる」「支える」「知る」

「どれでもない」の多肢選択法で、複数選択可） 
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（２）生徒の「スポーツの価値意識」が高まったか 

 

（３）生徒の「スポーツとの多様な関わり方」に係る思考が広がったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な視点 手がかり 質問内容等 

生徒の「スポーツ

の価値意識」が高

まったか 

事前アンケート 

事後アンケート 

「スポーツ価値意識評価尺度（簡易版）51）」（７件法）

p.8参照 

「あなたの考える『スポーツの意義や価値』とは何で

すか」（自由記述からカテゴライズ、p.57参照） 

具体的な視点 手がかり 質問内容等 

生徒の「スポーツ

との多様な関わり

方」の思考が広が

ったか 

事前アンケート 

事後アンケート 

「現在、あなたは将来どのようにスポーツと関わって

いきたいと考えていますか」 

（自由記述からカテゴライズ、p.60参照） 



14 

 

３ 学習指導計画 

（１）単元の目標 

ア スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴についての学習に自主的に取り組

もうとすることができるようにする。 

イ スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴について、課題を発見し、よりよ

い解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝えることができるようにする。 

ウ スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴について理解することができるよ

うにする。 

 

（２）評価規準 

ア 単元の評価規準 57) 

 

イ 学習活動に即した評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

①スポーツの歴史、

文化的特性や現代の

スポーツの特徴につ

いて、（意見を交換し

たり、自分の考えを

発表したりするなど

の）活動を通して、学

習に自主的に取り組

もうとしている。 

①スポーツの歴史、

文化的特性や現代の

スポーツの特徴につ

いて、必要な情報を

比較したり、分析し

たりしてまとめた考

えを説明している。 

 

 ①スポーツの歴史的

発展と変容について、

言ったり書き出した

りしている。 

②スポーツの技術、戦

術、ルールの変化につ

いて、言ったり書き出

したりしている。 

③オリンピックムー

ブメントとドーピン

グについて、言ったり

書き出したりしたり

している。 
④スポーツの経済的

効果とスポーツ産業

について、言ったり書

き出したりしている。 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

①スポーツの歴史、

文化的特性や現代の

スポーツの特徴につ

いて、（意見を交換し

たり、自分の考えを

発表したりするなど

の）活動を通して、学

習に自主的に取り組

もうとしている。 

①オリンピックとド

ーピングについて、

必要な情報を比較し

たり、分析したりし

てまとめた考えを説

明している。 

②スポーツの経済的

効果とスポーツ産業

について、必要な情

報を比較したり、分

析したりしてまとめ

た考えを説明してい

る。 

 ①スポーツの歴史的

発展と変容について、

言ったり書き出した

りしている。 

②スポーツの技術、戦

術、ルールの変化につ

いて、言ったり書き出

したりしている。 

③オリンピックムー

ブメントとドーピン

グについて、言ったり

書き出したりしたり

している。 
④スポーツの経済的

効果とスポーツ産業

について、言ったり書

き出したりしている。 
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（３）ア 学習内容と評価の計画 

【学習内容に関する補足】◎特に重点を置き学びを促す視点 〇重点を置き学びを促す視点 

【観点に関する補足】〇指導の中心となる時間 ●評価の中心となる時間 

 

 

時

間 

 

学習内容 

 

学習活動 

関心 

意欲 

態度 

思考 

判断 

知識 

理解 

１ 

教 
 

え 
 

る 

オリエンテーション 

スポーツの歴史的発展と変容 

する みる 支える 知る 

〇   ◎ 

 

教える 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

ディベート風ブレインスト

ーミング（p.30参照） 

学習ノート（p.25参照） 

①  ① 

❶ 

２ スポーツの技術、戦術、ルール

の変化 

する みる 支える 知る 

 〇  ◎ 

 

教える 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

ディベート風ブレインスト

ーミング（p.30参照） 

学習ノート（p.25参照） 

  ② 

❷ 

３ オリンピックムーブメント 

する みる 支える 知る 

 ◎ 〇 ◎ 

 

 

 

教える 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

フォトランゲージ（p.31 参照） 

分類フレーム付きブレイン

ストーミング（p.31 参照） 

学習ノート（p.25参照） 

  ③ 

❸ 

４ オリンピックとドーピング 

する みる 支える 知る 

〇  ◎ ◎ 

 

教える 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

分類フレーム付きブレイン

ストーミング（p.31 参照） 

学習ノート（p.25参照） 

 ① 

❶ 

③ 

❸ 

５ スポーツの経済的効果とスポ

ーツ産業 

する みる 支える 知る 

 〇 ◎ ◎ 

 

教える 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

分類フレーム付きブレイン

ストーミング（p.31 参照） 

学習ノート（p.25参照） 

 ② 

❷ 

④ 

❹ 

６ 

考
え
さ
せ
る 

自分とスポーツとの関わり方 

 

する みる 支える 知る 

生徒が今までの学びを活か

し思考し、判断、表現する 

 

振り返り 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

お見合いルーレット（p.33 参照） 

簡易マンダラート（p.34参照） 

学習ノート（p.25参照） 

① 

❶ 
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（３）イ 単元の概要（学習過程） 

 

時間 １ ２ ３ 

内容 オリエンテーション 

スポーツの歴史的発展と変容 

スポーツの技術、戦術、 

ルールの変化 

オリンピックムーブメント 

 スポーツは、人類の歴史とともに

始まり、その理念が時代に応じて

変容してきていること。また、我

が国から世界に普及し、発展して

いるスポーツがあること。 

スポーツの技術や戦術、ルール

は、用具の改良やメディアの発

達に伴い変わり続けているこ

と。 

現代のスポーツは、国際親善

や世界平和に大きな役割を果

たしており、その代表的なも

のにオリンピックムーブメン

トがあること。 

 〇出席確認 

 

〇オリエンテーション 

 

〇本時の内容確認 

〇出席確認 

〇本時の内容確認 

〇出席確認 

〇本時の内容確認 

 

教える場面 

講義【教師の説明】 

〇スポーツと用具の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇スポーツとメディアの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教える場面 

講義【教師の説明】 

〇オリンピズム、オリンピック

ムーブメント 

 

 

 

 

 

 

 

〇東京オリンピック、パラリン

ピック 

 

教える場面 

講義【教師の説明】 

〇民族スポーツのはじまり 

 

 

 

〇近代スポーツへの変遷 

 

 

 

〇国際スポーツへの変遷 

 

 

 

〇日本発祥の国際スポーツ 

 

 

考えさせる場面 

 

フォトランゲージ 

分類フレーム付きブレインスト

ーミング 

【理解深化】 

〇次の写真から考えられる「ス

ポーツに関わる人（こと、も

の）」を挙げてみましょう。 

 

 

まとめ、振り返り【自己評価】 

〇学習ノートに理解したこと、

思考したことをまとめる 

 

考えさせる場面 

 

ディベート風ブレインストーミ

ング【理解深化】 

〇「eスポーツ」は、スポーツか。 

 

 

まとめ、振り返り【自己評価】 

〇学習ノートに理解したこと、思

考したことをまとめる。 

 

考えさせる場面 

 

ディベート風ブレインストーミン

グ【理解深化】 

〇「用具を進化させて、いい記録

を生み出せば良い」のか、「そ

れは違う」のか。 

 

まとめ、振り返り【自己評価】 

〇学習ノートに理解したこと、思

考したことをまとめる 

    

関 ①   

思    

知 ①❶ ②❷ ③❸ 

学
習
指
導
要
領 

解
説
の
記
載
内
容
等 

予
想
さ
れ
る 

生
徒
の
様
子 

・スポーツの歴史的変容
を学ぶことで多様な価
値観を容認できる多様
性が育まれる。 

・スポーツと用具やメデ
ィアとのつながりか
ら、スポーツの価値意
識や倫理観が高まる。 

・オリンピズムを学ぶこと
でスポーツの価値意識や
倫理観がさらに高まる。 

・2020東京大会への興味関
心が高まる。 

０ 

５ 

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

50 
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〇指導の中心となる時間 ●評価の中心となる時間 

知 ③❸ ④❹  時間 ４ ５ ６ 

内容 オリンピックとドーピング スポーツの経済的効果と 

スポーツ産業 

自分とスポーツとの関わり方 

 ドーピングは、フェアプレイ

の精神に反するなど、能力の

限界に挑戦するスポーツの文

化的価値を失わせること。 

現代のスポーツは、経済的な波

及効果があり、スポーツ産業が

経済の中で大きな影響を及ぼ

していること。 

「する、みる、支える、知る」 

といった生涯にわたる豊かな

スポーツライフを卒業後にも

主体的に実践できるようにす

ること。 

 〇出席確認 

〇本時の内容確認 

〇出席確認 

〇本時の内容確認 

〇出席確認 

〇本時の内容確認 

 

教える場面 

講義【教師の説明】 

〇フェアプレイ、スポーツの価値

とは何か 

 

 

〇ドーピングが禁止されている

理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

教える場面 

講義【教師の説明】 

〇スポーツと経済の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇スポーツと産業の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教える場面 

講義【教師の説明】 

〇４つの小単元（５時間）の授業

で学んできたことを講義形式

で復習 

 

 

 

考えさせる場面 

 

お見合いルーレット【理解深化】 

〇「これまで５時間の体育理論

の学びの中で、最も印象的だ

った内容を選ぶとともに、そ

の理由を書いてください」、

「また、そこから感じたこと、

考えたこと」をまとめ、お見合

いルーレット形式で発表、シ

ェアする。 

 

 

 

 

 

簡易マンダラート【理解深化】 

○「これからの自分とスポーツ

との関わり方」を思考する。 

 

 

 

まとめ、振り返り【自己評価】 

〇学習ノートに理解したこと、

思考したことをまとめる。 

 

考えさせる場面 

 

分類フレーム付きブレインスト

ーミング【理解深化】 

〇なぜドーピングが起こるのか。 

 

 

 

まとめ、振り返り【自己評価】 

〇学習ノートに理解したこと、思

考したことをまとめる。 

 

考えさせる場面 

 

分類フレーム付きブレインストー

ミング【理解深化】 

〇スポーツ産業には、どのような

ものがあるでしょうか。 

 

まとめ、振り返り【自己評価】 

〇学習ノートに理解したこと、思

考したことをまとめる。 

    

関   ①❶ 

思 ①❶ ②❷  

知 ③❸ ④❹  

学
習
指
導
要
領 

解
説
の
記
載
内
容
等 

予
想
さ
れ
る 

生
徒
の
様
子 

・ドーピングが蔓延する理由
と併せて、国民の倫理観がア
スリートを支えているとい
う視点が身に付く。 

・スポーツと経済や産業な
ど金銭的なつながりを学
び、スポーツとの関わり
の思考が広がる。 

・単元を通して学んだこと
を活かして、自分のスポ
ーツとの多様な関わり方
を思考するようになる。 

０ 

５ 

10 

15 

20  

25 

30 

35 

40 

45 

50 
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４ 学習指導の工夫 

（１）「教えて考えさせる授業」を活用する上での工夫 

  ア 理解深化を合理的に行うためのペア活動 

     市川の「教えて考えさせる授業」では、理解深化の場面でグループ活動を行うが、今回、

体育理論の４つの小単元を５時間で確実に「教える」ことと、「考えさせる」ことの両立を

図るためには、１時間を通してペア活動を中心として行うことが合理的であると判断した。

ペアで行うことで発言の回数が増え、より活動的になるのではないかと考えた。また、ペ

ア活動で出した意見や答えを他のペアとシェアする活動を行うことで、４人グループに近

い学習効果をねらった。 

   

  イ 理解確認について 

     本研究では、便宜上、ペア・ミーティングを理解確認に代わる活動として行った。（p.29

参照） 

 

  ウ 単元を通した「教えて考えさせる授業」 

     毎授業の中で「教えて考えさせる授業」を行うだけでなく、「単元を通した『教えて考え

させる授業』」を計画した。 

１～５時間目を現行指導要領（一部、新指導要領）に記載してある学習内容を確実に「教

える」時間、６時間目にはその学んできた知識を活かして「自分はスポーツとどのように

関わっていくか」というスポーツとの多様な関わり方の思考を広げるために「考えさせる」

ことに重点を置いた授業を設定した。そうすることで、生徒が単元で身に付けた知識を活

かしながら思考することでねらいを達成させることにつながるのではないかと考えた。 

（※その際の６時間目の学習のねらいに係る教材については pp.33-34参照） 

 

（２）「する、みる、支える、知る」の視点を学ぶ教材について 

    現行解説に記載されている指導内容に応じて、「する、みる、支える、知る」のうち、生

徒の学習にとってより適した視点を明確にして教材を作成することで、生徒の学習効果が

高まると考えられる。また、教員側も漫然と指導内容を進めていくのではなく、常に「す

る、みる、支える、知る」のうち、どの視点の学びを促したいのかを明確にすることで生

徒が理解しやすくなると考えられる。 

以上のことから、具体としては、次のような区分けで教材を作成した。 

 

   表１ 教材作成時の重点項目の早見表 

◎特に重点を置き学びを促す視点 〇重点を置き学びを促す視点 

 ３、４時間目の内容は現行解説において、「オリンピックムーブメントとドーピング」という

小単元として設定されているものを、効果的な学習をねらい、「オリンピックムーブメント」と

「ドーピング」にそれぞれ独立させて計画した。 

時間 指導内容 「する」 「みる」 「支える」 「知る」 

１ スポーツの歴史的発展と変容 〇   ◎ 

２ スポーツの技術、戦術、ルールの変化  〇  ◎ 

３ オリンピックムーブメント  ◎ 〇 ◎ 

４ オリンピックとドーピング 〇  ◎ ◎ 

５ スポーツの経済的効果とスポーツ産業  〇 ◎ ◎ 

６ 自分とスポーツとの関わり方 生徒が今までの学びを活かし思考し、判断、表現する 



19 

 

   教材作成は、次のような手順で行った。 

 

  ア．解説に記載されている指導内容を把握する 

↓ 

イ．素材を収集する 

本研究では、素材収集のポイントとして次の３つを意識した。 

（ア）学習内容に沿い、生徒の興味の湧く素材（エピソードやニュース） 

（イ）可能な限り映像・画像を伴う素材 

（ウ）対立構造（スポーツの良い部分と懸念される部分）を持つ素材 

↓ 

ウ．教材を作成する 

本研究では表１に応じて「する」、「みる」、「支える」の視点を学べる素材を選別し、教

材を作成した。 

なお、「知る」視点はすべての教材に係るものであり、どの教材からも学べる視点であ

る。 

 

今回は、特に対立構造（上記イの｟ウ｠）を意識して素材収集、教材作成を行った。 

佐藤は、高等学校の体育理論の学習内容については、批判的思考を踏まえつつ、スポーツ

の価値を学習するようスパイラルな内容で構成されていると述べている59）。友添は、「多くの

単元がスポーツの良さと課題などの両面からの内容構成」60)と述べており、スポーツの意義

と危険性など対比する内容を受け止めてスポーツの価値観を形成していくことが大切とも

述べている60)。新解説にも、「高等学校では、スポーツから得られる恩恵とスポーツについて

の課題の双方から、多角的に思考し判断し表現する学習を通して、個人がスポーツ文化を創

造する主体となっていることに気付くことを目指している」29）と示されている。 

 

なお、素材を収集するときに参考にした書籍、ウェブサイトの一例は次のとおりである。 

 

オリンピック・パラリンピックに関する指導参考資料61）（スポーツ庁、2017年） 

かながわオリンピック・パラリンピック教育学習教材62）（神奈川県教育委員会、2017年） 

オリンピック・パラリンピック学習読本高等学校編63）（東京都教育委員会、2016年） 

体育・スポーツ史概論64）（木村吉次編著、2001年） 

スポーツの歴史と文化 スポーツ史を学ぶ65）（新井博・榊原浩晃編著、2012年） 

よくわかるスポーツ文化論66）（井上俊・菊幸一編著、2012年） 

笹川スポーツ財団67）（https://www.ssf.or.jp/history/tabid/811/Default.aspx） 

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構68）（https://www.playtruejapan.org/） 

 

以上のことを踏まえ、教材化する際のポイントを表２に示した。 

 

佐藤が述べている次の現行解説における文末表現の解釈の仕方58）により、現行解説が示

す内容を理解することとした。 

〇「～を理解できるようにする」＝確実に扱う内容 

△「～についても触れるようにする」＝上記に関連させて話題にする 

＊「～については、取り上げる程度とする」＝あまり深入りしないように留意する 

×「～で扱うこととする」＝他の領域で取り上げている 

https://www.ssf.or.jp/history/tabid/811/Default.aspx
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表２ 体育理論について現行解説に記載されている学習内容の教材化のポイント 

１時間目「スポーツの歴史的発展と変容」 

 

現行解説に記載されている 

指導内容等 

教材作成による 

具体的なねらい 

筆者が作成した 

教材例 

学べる 

視点 

参照 

〇スポーツは、世界各地で日

常の遊びや労働などの生活

から生まれ、次第に発展し今

日に至っていること 

・世界の民族スポーツ

を紹介し、具体的にイ

メージさせる 

・その際、その発祥に

係る各地の文化も取

り上げ、生活や文化と

スポーツのつながり

を理解させる 

・フィーエルヤッペ

ン（川の多いオラン

ダの地形から生まれ

たスポーツ） 

・龍船競漕（大きな河

川のある中国で生ま

れたスポーツ） 

※画像で効果的に例示 

◎知る p.28(5)

イ 

〇歴史的な変遷を経て、現代

では、競技だけでなく、体操、

武道、野外運動、ダンスなど

広く身体表現や身体活動を

含む概念として、スポーツが

用いられるようになってき

ていること 

＊現代のオリンピック競技

種目の多くは、19世紀にイギ

リスで発祥し発展してきた

こと 

・民族スポーツから近

代スポーツへの変遷

の具体例を挙げ、歴史

的な変遷について理

解させる 

・中世のフットボー

ルからサッカーとラ

グビーが生まれた成

り立ち 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

 

p.28(5) 

イ 

・近代スポーツから国

際スポーツへの変遷

の具体例を挙げ、歴史

的な変遷について理

解させる 

・オリンピックの始

まりについて（クー

ベルタンの功績のエ

ピソード） 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

 

p.28(5) 

イ 

・具体例（ニュースポ

ーツや野外活動など）

を挙げ、歴史的な変遷

の中でスポーツは多

様な価値観でとらえ

られていることを理

解させ、今のスポーツ

の定義を思考させる 

・「eスポーツはスポ

ーツか」というテー

マでのディべート風

ブレインストーミン

グ 

◎知る 

〇する 

p.27(4)

イ 

p.30(6)

イ 

・スポーツの定義は歴

史的な変遷の中で変

わってきており、今は

どのようにとらえら

れているかを思考さ

せる 

・「これはスポーツ

か？」様々な例を示

したペア・ミーティ

ング 

◎知る 

〇する 

p.29(6)

ア 

 

〇近年では、諸外国に普及、

発展している日本発祥のス

ポーツがあること 

・日本発祥のスポーツ

で国際スポーツとな

っているものを挙げ、

その歴史について理

解させる 

・「日本発祥のスポー

ツは？」という発問

でのペア・ミーティ

ング 

・嘉納治五郎の功績

（柔道の創始者、オ

リンピック誘致） 

◎知る p.29(6)

ア 
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２時間目「スポーツの技術、戦術、ルールの変化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行解説に記載されている 

指導内容等 

教材作成による 

具体的なねらい 

筆者が作成した 

教材例 

学べる 

視点 

参照 

〇スポーツの技術や戦術、ル

ールは、用具や用品、施設な

どの改良によって変わり続

けていること 

・スポーツの「技術」

「戦術」「ルール」と用

具や施設との関連につ

いて具体例を挙げ、理

解させる 

・陸上競技の棒高跳

びのポールの進化と

技術の進化 

・バレーボールのデ

ータ活用と戦術の関

係性 

・高校野球の打球ス

ピード向上によるル

ール改訂 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

〇みる 

p.28(5) 

イ 

〇現代では、テレビやインタ

ーネットなどのメディアの

発達などによっても影響を

受けていること 

・メディアがスポーツ

のルールに影響を及ぼ

した具体例を挙げ、理

解させる 

  

・バレーボールのラ

リーポイント制への

ルール変更 

・バスケットボール

のクォーター制への

ルール変更 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

〇みる 

p.28(5) 

イ 

△用具等の改良やメディア

の発達は、記録の向上を促し

たり、人々にとってスポーツ

をより身近なものにしたり

する反面、ルールを変えたり

スポーツの商品化を促した

りするとともに、時には、ス

ポーツそのものを歪める可

能性があること 

・スポーツの本質に影

響を及ぼす用具の進化

について具体例を挙

げ、そのメリットとデ

メリットを思考させる 

  

・「オリンピック北京

大会時に競泳で世界

記録が続出、なぜか」 

・「用具の進化で記録

を出せばよい」のか、

「それはなぜか」とい

うテーマでのディベ

ート風ブレインスト

ーミング 

・バレーボール、バス

ケットボールのルー

ル変更による恩恵と

懸念 

◎知る 

〇みる 

p.27(4) 

イ 

p.30(6) 

イ 
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３時間目「オリンピックムーブメント」 

現行解説に記載されている 

指導内容等 

教材作成による 

具体的なねらい 

筆者が作成した 

教材例 

学べる 

視点 

参照 

〇現代のスポーツは、国際親

善や世界平和に大きな役割

を果たしており、その代表的

なものにオリンピックムー

ブメントがあること 

・オリンピック創設の

歴史を理解させる 

・クーベルタンの理

念（オリンピズム） 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

◎みる 

 

p.28(5) 

イ 

・オリンピック休戦につ

いて、具体的なエピソー

ドを紹介し、理解させる 

・朝鮮半島南北合同

の入場行進 

※画像で効果的に例示 

〇オリンピックムーブメン

トは、オリンピック競技大会

を通じて、人々の友好を深め

世界の平和に貢献しようと

するものであること 

・オリンピズム、オリ

ンピックムーブメント

について具体例を挙

げ、理解させる 

・オリンピック平昌

大会の小平選手と李

選手の友情やフェア

プレイ精神 

・東京大会の柔道・ヘ

ーシンク選手の「待

て」にまつわるエピ

ソード 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

◎みる 

〇支える 

p.28(5) 

イ 

※〇パラリンピック等の国

際大会が、障害の有無を超え

てスポーツを楽しむことが

できる共生社会の実現に寄

与していること 

・パラリンピックの歴

史、意義、種目特性に

ついて理解させる 

・パラリンピックの

歴史や意義、競技種

目の紹介 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

◎みる 

〇支える 

p.28(5) 

イ 

東京オリンピック・パラリン

ピック競技大会がもたらす

成果を次世代に引き継いで

いく観点 

（新解説の改善の具体的事

項に記載） 

 

・2020東京大会につい

て理解させる 

・“スポーツに関わる

人、もの”を考えてみ

よう」から「する」以外

に多くの人に支えられ

ていることを理解させ

る 

・「写真から考える“ス

ポーツに関わる人、も

の”を考えてみよう」と

いうテーマでのフォトラ

ンゲージ 

・具体的な開催種目

（初の種目や復活種目

の理由）、開催場所

（神奈川県でも行われ

る競技種目）などのク

イズ形式による発問 

・様々な形で選手や

東京大会を支えてい

る人の紹介（テレビ

の五輪応援番組など

から引用） 

・招致にまつわるエ

ピソード（太田雄貴

選手の涙の理由、佐

藤真海選手の伝説の

プレゼンスピーチ） 

◎知る 

◎みる 

〇支える 

p.28(4) 

ウ 

p.31(6)

エ 
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４時間目「オリンピックとドーピング」 

 

 

 

 

 

 

 

現行解説に記載されている 

指導内容等 

教材作成による 

具体的なねらい 

筆者が作成した 

教材例 

学べる 

視点 

参照 

〇競技会での勝利によって

賞金などの報酬が得られる

ようになるとドーピング

（禁止薬物使用等）が起こ

るようになったこと 

・スポーツがビッグビ

ジネスや国力の象徴に

なってしまったことか

らオリンピズムが失わ

れかけていることを理

解させる 

・「なぜドーピング

が起こるのか」とい

うテーマでのフレー

ム付きブレインスト

ーミング 

・旧東ドイツ、ロシ

アの国ぐるみのドー

ピングについて 

・タイラー・ハミル

トン選手の告白 

◎知る 

〇する 

p.28(4) 

ウ 

p.31(6) 

ウ 

〇ドーピングは不当に勝利

を得ようとするフェアプレ

イの精神に反する不正な行

為であり、能力の限界に挑戦

するスポーツの文化的価値

を失わせる行為であること 

・ドーピングはスポー

ツの価値を失わせるも

のであると理解させる 

・スポーツの素晴らし

さを再認識させる 

・そこから「もし、その

選手がドーピングをし

ていたら？」と思考さ

せることでスポーツの

価値そのものを冒涜す

る行為であることを実

感させる 

・「浅田真央選手の

諦めない演技、リオ

大会のフェアプレー

賞から“スポーツの

価値”を考えよう」と

いう発問 

・「もし、その選手が

ドーピングをしてい

たら？」という発問 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

◎支える 

P28(5) 

イ 

・どうしたらドーピン

グは抑止できるのかを

理解させる 

・日本人の倫理観がア

スリートを支えている

ことを理解させる 

・「なぜ日本は世界

で最もドーピングの

少ない国なのか」と

いう発問 

※画像で効果的に例示 

△ドーピングが重大な健康

被害を及ぼすこと 

・ドーピングの健康被

害の怖さを理解させる 

・ハイディ・クリー

ガー選手の男性ホル

モン投与による心身

の崩壊、性転換手術

のエピソードの紹介 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

〇する 

p.28(5) 

イ 
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５時間目「スポーツの経済的効果とスポーツ産業」 

 

６時間目「自分とスポーツとの関わり方」 

現行解説に記載されている 

指導内容等 

教材作成による 

具体的なねらい 

筆者が作成した 

教材例 

学べる 

視点 

参照 

〇現代におけるスポーツの

発展は、例えば、スポーツ用

品、スポーツに関する情報や

サービス、スポーツ施設など

の広範な業種から構成され

るスポーツ産業を発達させ

たこと 

※スポーツを「する、みる、

支える、知る」視点から取り

上げ、スポーツと関わる経済

活動に求められるスポーツ

の価値の遵守について自己

の考えを深めること 

 

・オリンピックの経済

的な影響について具体

例を挙げ、理解させる 

 

・モントリオール大

会とロサンゼルス大

会の運営方法の違い

（運営を公的なもの

から民営化に移行さ

せ、商業化したこと） 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

◎支える 

〇みる 

p.28(5) 

イ 

・スポーツと産業のつ

ながりについて具体例

を挙げ、理解させる 

 

・高校野球の甲子園

大会が新聞社主催の

理由 

・「スポーツ産業に

はどのようなものが

あるか」スポーツ産

業３分類から思考さ

せるフレーム付きブ

レインストーミング 

・「なぜこの外国の

選手と契約するの

か」という発問（スポ

ーツツーリズムのビ

ジネス面からのメリ

ット） 

p.28(4) 

ウ 

p.31(6) 

ウ 

 

〇現代のスポーツ産業は経

済活動に大きな影響を及ぼ

していること 

△スポーツに関連した様々

な職業があること 

・スポーツの経済効果

について具体例を挙

げ、理解させる 

・選手やコーチ、トレー

ナー以外にも企業、ビ

ジネス的な側面からの

スポーツとの関わりが

あることを理解させる 

・東京大会やプロチ

ームが及ぼす直接効

果、波及効果につい

て 

・企業とアスリート

の相互関係（スポン

サー契約） 

※画像で効果的に例示 

◎知る 

◎支える 

〇みる 

p.28(5) 

イ 

現行解説に記載されている 

指導内容等 

教材作成による 

具体的なねらい 

筆者が作成した 

教材例 

学べる 

視点 

参照 

単に運動やスポーツを受動

的に楽しむだけでなく、スポ

ーツはどのような発展や変

化をしてきたのか、どのよう

な役割を果たしているのか

といったスポーツの歴史、文

化的特性や現代のスポーツ

・１～５時間目までの

学習内容の総復習し、

思考の整理をさせる 

 

 

 

 

・１～５時間目のス

ライドにＢＧＭを付

けて回想ムービー

（約 10分） 

・「最も印象に残っ

た内容」について理

由も付けてのスピー

※生徒が

今までの

学びを活

かし思考

し判断、

表現する 

p.33(6) 

オ 

p.33(6) 

カ 
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注：「現行解説に記載されている指導内容等」の〇△＊は p.19のとおり 

注：「現行解説に記載されている指導内容等」の※印の部分は新解説の内容 

注：「学べる視点」〇は表１（p.18）のとおり 

 

（３）学習ノートの活用と工夫 

 新指導要領には、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善にあたり、配慮する

事項が示されており、その４番目に、「生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返

ったりする活動を計画的に取り入れるように工夫すること」69）と記載されている。そこで、

本研究では、「主体的・対話的で深い学び」を実現するため、学習ノートを作成し、生徒が学

習の見通しを立てたり、学習したことを振り返ったりする活動に活用することにした。（図２

参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-１ 学習ノート      図２-２ 学習ノートの記載例 

 

    授業ノートは、毎時の授業の始めと終わりに活用する。授業の始めでは、「本時のねらい」

の確認と「授業の見通し」をもたせること、授業の終わりでは、「ねらいに対する学習の振り

返り」を目的とし、学習効果を高めるものとして活用する。また、この学習ノートを活用し

た振り返りは、「教えて考えさせる授業」の「自己評価」にあたる学習活動でもある。 

「具体的にどの視点について学べましたか」という問いは、「する、みる、支える、知る」

の視点を常に意識させるためであり、また授業者が教えたい視点が伝わっているかどうかの

確認にもなる。「本時の授業を通して、どのようなことを学び、考えましたか」という問いは

「学んだこと（本時のねらい１）」と「そこから考えたこと、感じたこと（本時のねらい２）」

の２つの項目に分かれている。（各時間のねらいについては表３参照） 

 

の特徴などについて理解で

きるようにする。 

（現行解説のＨ体育理論に

記載） 

 チ（お見合いルーレ

ット） 

・単元を通して学んで

きたことを活かして

「考える」 

 

・「自分がこれから

どのようにスポーツ

と関わっていくか

（「する、みる、支え

る、知る」視点）」と

いうテーマでの簡易

マンダラート 

p.34(6) 

キ 
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この２つの項目のそれぞれの役割は次に示す。 

 

 

この項目では、ねらい１には答えが限られるもの（クローズドアンサー）、ねらい２には答

えが複数考えられるもの（オープンアンサー）を記入することで、「基礎基本的な知識の習得」

と「自ら考える力」の二項の力の向上を目指した学習活動である。 

また、この学習ノートは、毎時間提出させ、生徒の記述内容を確認し、コメントを付けて

返却した。そうすることでねらいに対する生徒の理解度や思考の深まりを確認することがで

き、学習内容に応じて教員がその都度、授業改善を行うことができる。さらに、毎回教員の

コメントが付いて返却されるので、生徒の授業へのモチベーションが上がると考えられる。 

なお、教員から生徒へコメントを書く際、次の３点を意識して行った。 

 

 

表３ 各学習内容における学習のねらい 

※なお、６時間目は学習内容の性質上、学習のねらい①②ともに各自の思考によって答えが複数あるもの（オー

プンアンサー）にしている。 

 「学んだこと（本時のねらい１）」 「そこから考えたこと、感じたこと（本時のねらい２）」 

生徒 当該授業の学習内容を振り返る

ことができる 

学んだことを活かし改めて考え、思考を整理する

ことができる 

教員 生徒の理解度を把握できる 生徒の思考を把握できる 

ア 生徒の考え方や気付き、前時からの進歩や変化に対して肯定的なコメントを書くこと 

➡モチベーションの向上、主体的な姿勢の涵養につなげるため 

イ 抽象的な内容に対しては論理的思考に導くような問いかけを書くこと 

➡論理的思考力の向上につなげるため 

ウ 教員（筆者）の考えも書くこと（オープンアンサーの部分） 

➡新しい気付きへの導き、客観的思考力の涵養につなげるため 

時間 学習内容 生徒に示した学習のねらい 

１ スポーツの歴史

的発展と変容 

①スポーツの歴史的変遷と日本発祥のスポーツについて理解し、説明できるようにすること。 

②歴史的背景からスポーツの定義を思考し、自らの生活に適したスポーツのとらえ方ができるように

すること。 

２ スポーツの技

術、戦術、ルー

ルの変化 

①スポーツの技術や戦術、ルールは用具や施設などの改良、メディアの発達によって変わり続けて

いることを理解し、説明できるようにすること。 

②用具やメディアの発達のメリット、デメリットについて理解し、自分の考えを述べることができるように

すること。 

３ オリンピックムー

ブメント 

①オリンピズム、オリンピックムーブメントとは何か説明できるようにすること。 

②東京オリンピック・パラリンピックの価値について、自分の考えを述べることができるようにすること。 

４ オリンピックとド

ーピング 

①ドーピング禁止の理由を説明できるようにすること。 

②スポーツ倫理を学び、スポーツの価値について自分の考えを述べることができること。 

５ スポーツの経済

効果とスポーツ

産業 

①スポーツと経済、産業のつながりを理解し、説明できるようにすること。 

②スポーツ経済・産業がスポーツそのものの価値をおとしめる可能性があることを理解し、自分の考

えを述べることができること。 

６ 自分とスポーツ

との関わり方 

①単元を通して学んできたことを活かし、「スポーツの意義や価値」について自分の考えを述べること

ができるようにすること。 

②自己に応じた「スポーツとの多様な関わり方」について自分の考えを述べることができるようにすること。 



27 

 

（４）教材プリントの活用 

 本研究では、研究の目的、また学習のねらいを達成するために次のア～ウの３種類のプリ

ントを作成し、活用した。（図３、図４、図５参照） 

 

ア 個人用 

  「教える」場面の講義の内容をまとめたプリントである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 教材プリント（個人用） 

 

工夫１ できる限り書く作業を減らし、教員の説明やペアとの話し合いに集中しやすくし

た。 

工夫２ 重要な箇所に画像を入れ、イメージしやすく、印象に残るようにした。 

 

イ ペアワーク用（ディベート風ブレインストーミング） 

「理解深化」の場面で使用するペア活動用の教材プリントの１つである。（ディベート風

ブレインストーミングについて詳細は p.30参照） 

ブレインストーミングを行いやすいよう、ふせんを貼るスペースやまとめを記述するス

ペースを具体的に示し、活動しやすいように工夫した。 

 

例：『「用具を進化させてどんどんいい記録を生み出せば良い」のか、「それは違う」のか？』という発

問の際に使用する「ディベート風ブレインストーミング」の教材プリント（ペアワーク用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 教材プリント（ペアワーク用） 



28 

 

ウ ペアワーク用（分類フレーム付きブレインストーミング） 

「理解深化」の場面で使用するペア活動用の教材プリントの１つである。（分類フレーム

付きブレインストーミングの詳細は p.31参照） 

「分類フレーム」をあらかじめ作っておくことで、次のようなメリットが考えられる。 

 

（ア）ブレインストーミングをして出た意見を学習のねらいへ導きやすくなる。 

（イ）生徒が思考しやすく、まとめやすいのでわかりやい。 

 

例：「『スポーツ産業』とは、他にどのようなものがありますか？」という発問の際に使用す

る「分類フレーム付きブレインストーミング」の教材プリント（ペアワーク用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 教材プリント（ペアワーク用） 

 

当該の授業の中で、自由な発想でブレインストーミングを行った後に、「分類フレーム」

付きの教材プリントを使用するので、思考の偏りや自由度を狭めるものではない。 

 

 

（５）ＩＣＴ及び画像、動画の活用 

  ア プレゼンテーションソフトの利用 

     生徒に背を向けず、生徒の様子を確認しながら授業が行えるようプレゼンテーションソ

フトを活用することとした。板書する時間も省け、短時間で具体的に内容を説明すること

ができ、テンポの良い授業展開が期待できる。（図６参照） 

 

  イ 画像、動画の有効的な使用 

     生徒が意欲的に取り組めるように、生徒の興味関心を引き付ける画像や動画を使用する

こととした。 

     プレゼンテーションソフトのスライドを作成する際、留意した点は次のとおりである。 

 

（ア）文字数は少なくし、文字サイズを大きくする。（文字サイズは 48P 以上を心がける。） 

 （イ）画像を多く取り入れ、視覚的インパクトを与える。 

 （ウ）旬のニュースや人物を扱う。 
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例２：ウサイン・ボルト選手と使用している用

具を示し、企業とのつながりを理解させる画像 

➡スポーツ産業の仕組みにつなげ、「知る」「支

える」視点を教える教材として使用 

例１：ソチ五輪での浅田真央選手の諦めない

姿を示し、“スポーツの価値とは何か”を思考

させる画像 

➡スポーツの倫理観につなげ、「支える」視点

を教える教材として使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

図６ プレゼンテーションソフトによる画像例 

 

 

（６）主体的・対話的で深い学びを促す学習活動（アクティブ・ラーニングの視点を含んだ学習活動） 

  ア ペア・ミーティング 

     ペア・ミーティングとは、教員からの「〇〇について●秒でミーティングしてください」

の指示でペアと話し合いを行う学習活動で、意識的に多く取り入れた。 

目的は、次のとおりである。 

 

（ア）短時間でテンポよく行い、対話しやすい雰囲気をペアやクラス間に生むこと 

（イ）自分の意見を他者に伝えること 

（ウ）他者の意見に触れること 

（エ）他者と共に思考すること（協同学習） 

（オ）ペアで学びを確認し合ったり、教え合ったりすること 

 

なお、この活動は、「教えて考えさせる授業」における「理解確認」の活動に代わるもの

として行った。※上記（オ）に該当 

 

 

例１ 

実際には 

浅田真央選手の演技の写真 

例２ 

実際には 

ウサイン・ボルト選手とスポンサー企業の写真 
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時間は発問内容に応じて 10～30秒程度設ける。 

知識を習得させるための発問（答えが限られる発問、クローズドアンサー） 10秒程度 

例：「2020年オリンピック招致レースを展開した３ヵ国はどこでしょう」 

思考させるための発問（答えが複数考えられる発問、オープンアンサー） 30秒程度 

例：「なぜ周囲のスタッフまでもドーピングの手助けをするのでしょう」 

 

イ ディベート風ブレインストーミング 

ディベートが有効と考えられる学習内容において、ディベートが不慣れなことや苦手な

生徒が多いことが事前の調査で分かった。よって、口頭によるディベートをせず、ディベ

ートに近い効果を狙ったブレインストーミングを試みることとした。 

学習活動例は、次のとおりである。（図７参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ ディベート風ブレインストーミング用の教材プリント 

 

  例：「eスポーツは、スポーツか？」 

   （ア）２人とも「肯定派」の立場で、「肯定の理由」をブレインストーミング（1 分）する。 

   （イ）２人とも「否定派」の立場で、「否定の理由」をブレインストーミング（１分）する。 

   （ウ）両方の意見が出てきたところで、教材プリント（ペアワーク用）の「肯定派」「否定

派」のフレームに、１つずつ意見を説明しながらふせんを貼っていく。（３分） 

   （エ）貼り終えたところで、「肯定の理由」「否定の理由」の全体を２人で俯瞰し、お互い

の意見をまとめる。（３分） 

   （オ）近くのペアとプリントを交換し、シェアする。（１分） 

  ➡現行解説「歴史的な変遷を経て、現代では、競技だけでなく、体操、武道、野外運動、ダ

ンスなど広く身体表現や身体活動を含む概念として、スポーツが用いられるようになって

きていること」を教えるために、生徒に馴染みのある話題を教材化した。スポーツの本質

は「することが楽しいこと」を踏まえつつ、「では楽しければすべてスポーツなのか」とも

思考させる。その際、スポーツ基本法などにおけるスポーツの定義なども提示するとより

知識を得て、論理的に物事を思考することができるようになる。 

    ※「する」「知る」視点の学習をねらった教材 

 

こうすることで、口頭によるディベートをせずとも対立した２つの考え方から思考でき

る学習活動である。生徒の傾向として、相手とディベートすることが苦手な場合もあり、

その際の代替手法として有効ではないかと考える。 
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ウ 分類フレーム付きブレインストーミング 

学習内容として、導きたい方向性を絞りたい場合のブレインストーミングの工夫とし

て、「教材プリント（ペアワーク用）」にあらかじめ「分類フレーム」を加えた。そうす

ることで、生徒を学習のねらいの達成へ導きやすくなると考えた。 

学習活動例は、次のとおりである。（図８参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 分類フレーム付きブレインストーミング用の教材プリント 

 

    例：「なぜドーピングが起きるんだろう？」 

（ア）「個人」「周囲」「国」というフレームを示し、いずれにもメリットがあるのでドーピ

ングはなくならないということを教え、思考しやすくする。思考を狭めず、自由な

発想ができるように「その他」というフレームも作っておく。 

（イ）ブレインストーミング（１分）でふせんを使い様々な意見を出す。（１分） 

（ウ）「分類フレーム」付きの教材プリント（ペアワーク用）を使い、出てきた意見がどの

フレームに該当するのかをペアで話し合いながらふせんを貼る。（３分） 

（エ）貼り終えた教材プリントを２人で俯瞰し、お互いの意見をまとめる。（３分） 

（オ）近くのペアとプリントを交換し、シェアする。（１分） 

    ➡現行解説「競技会での勝利によって賞金などの報酬が得られるようになるとドーピング

（禁止薬物使用等）が起こるようになったこと」を教えるための教材。この活動を行う

前にドーピングのデメリットをしっかりと教えておくことで、より「なぜこんなにリス

クのあることを行うのか」という考えを持って取り組める。そして原因がお金や権威、

国威と知り、スポーツの価値とは何かを再考するキッカケになる。また、日本は世界で

最もドーピングの少ない国であることを教え、その理由として国民の正しい倫理観がア

スリートを支えているということにもつなげやすい教材である。 

   ※「する」「知る」視点の学びをねらった教材 

 

 

エ フォトランゲージによるブレインストーミング 

   フォトランゲージとは、写真やイラストから、そこに込められた意味や思いなどについ

てさまざまな角度から推察する学習方法である。 

   実際に写真には写っていない人やものを想像することでスポーツを「支えてくれている

人やもの」の存在の気付きを促しやすい教材である。（図９参照） 
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例：次の写真から考えられる「スポーツに関わる人（こと、もの）」を挙げてみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９-１ フォトランゲージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９-２ フォトランゲージの教材プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：リオ五輪の4×100mリレーの写真を用いたフォトランゲージによるフレーム付きブレイ

ンストーミング 

「次の写真から考えられるスポーツに関わる人、モノを挙げてみましょう」 

 （ア）「する」「みる」「支える」「知る」のフレームを示し、思考しやすくする。 

（イ）例を示し、フォトランゲージの説明をする。 

説明例：「写っている“日本の選手”は『する』に分類されます。写っていないが関わ

っている人を想像してもよい。」等 

（ウ）ブレインストーミングでふせんを使い様々な意見を出す。（１分） 

（エ）「分類フレーム」付きの教材プリント（ペアワーク用）を使い、出てきた意見がど

のフレームに該当するのかをペアで話し合いながらふせんを貼る。（３分） 

（オ）貼り終えた教材プリントを２人で俯瞰し、お互いの意見をまとめる。（３分） 

（カ）近くのペアとプリントを交換し、シェアする。（１分） 

➡スポーツは「する」「みる」「支える」「知る」といった多様な関わり方があることを学

び、特に多くの「支え」によってスポーツによって成り立っていることを学ぶ。 

※「みる」「支える」「知る」視点の学びをねらった教材 

実際には 

リオ五輪の4×100mリレーの写真 
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写真に写っている「選手」や「ユニフォーム」、「シューズ」等を答えるのが一般的であ

る。しかし、その選手を支えている「コーチ」や「家族」、また用具を作っている「企業」、

会場を作っている「工事関係者」など、写真には写っていないが、多くの人やものの「支

え」があってスポーツは成り立っていることの気付きを期待する教材とした。 

 

 

オ 回想ムービー 

  ６時間目は、５時間目までに学んだことを活かすまとめの学習活動を行うこととした。

その際、１～５時間目の学習内容を振り返る必要があり、単元をまとめた 10分程度で学習

内容を振り返ることのできる回想ムービーを作成し流すことで、生徒の興味を引き、集中

力が高まり、かつ視聴覚的な振り返りで学習内容の整理がしやすいと考えた。 

また、バックミュージックを挿入し、教員の口頭による説明を極力削り、生徒各自が、

回想ムービーを観ながら自分で何を学んだか、感じたかを思い出させるような時間、空間

にした。（図 10 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 回想ムービー 

 

 

カ お見合いルーレット 

  お見合いルーレットとは、自分の考えをより多くの生徒に対して発表することで表現力

や、自分の考えをまとめたり、より多くの生徒の発表を聞いたりすることで思考力を高め、

広げることが期待できる学習方法である。 

基本的には、対面して１対１で発表するので、例えば、40名クラスであれば、教室内で

同時に 20 名が発表することになる。20 名が同時に話し始めるのでクラス全体が発表しや

すい環境づくりもねらいの１つである。 

  方法としては、たての１・３・５列目の生徒の座席は固定し、２・４・６列目の生徒は

発表を終えたら、1席ずつずれてまた新たなペア同士で発表し合う、という流れである。 

  本研究では、「今回の体育理論の学びの中で最も印象的だったことから感じたこと、考え

たこと」をテーマとして、６時間目における単元のまとめの際に活用することとした。 

また、発表は１分で、10秒前に合図を出してタイムマネジメントを行った。（図 11 参照） 
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図 11-１ お見合いルーレットの様子      図 11-２ お見合いルーレットの教材 

 

キ 簡易マンダラート 

     マンダラートとは、１つの目的を達成するための８つの具体的行動を決め、自分の考

えを具体的にアウトプットしながらまとめていく手法である。 

本研究ではその手法を８つではなく、「する、みる、支える、知る」の４つの視点にア

レンジしたものを簡易マンダラートと呼び、活用した。 

プリントに４つの視点があらかじめ記載されており、生徒は「自分とスポーツとの関

わり方」を思考する際に、具体的行動を想起しやすいと考えた。 

     本研究では、単元のまとめとして、どのようにスポーツと関わっていくかを思考させ、

科目体育の目標である「生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を

育てる」ことにつながることを期待した。（図 12 参照） 

 

 例：「自分とスポーツとの関わり方」の簡易マンダラート 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 12-１ 簡易マンダラートの様子       図 12-２ 簡易マンダラートの教材 

 

（７）他の教員へのレクチャー 

    今回、他の４名の教員が筆者と同様の単元計画・教材を活用して授業実践を行った。その

ため、単元計画・教材解釈のために筆者が他の４名に対して単元計画・教材の活用方法につ

いて直接レクチャーを行った。 

    レクチャーの方法については、授業の前日ないし当日の授業前の空き時間に 20～30 分程

度で、授業の流れや時間配分、教材の解釈、指導上の留意点などを説明し、その後、質疑応

答を経て、授業に臨むという流れで行った。レクチャー用プリントを準備し、授業中も時間

配分などがわかりやすいように配慮した。 
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月 8

週 1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 1 2 3 1 2 3 1 2

1年
３単位

令和元年度　瀬谷高校　保健体育科　年間指導計画
1学期 2学期 3学期

4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3

体
育
理
論
(6)

ソフトボール１
バスケットボール１
バレーボール１
卓　球１Ａ
（21）

体つくり運動（12）

サッカー１
バレーボール１

バスケットボール１
卓　球１Ｂ
（21）

ソフトボール１
サッカー１
バドミントン１
柔　道１
（24）

陸上競技１
器械運動１
水　泳１
ダンス１
（21）

（８）カリキュラム・マネジメント 

    ３学期制を採用している場合、２学期の始業が早まり、８月下旬という学校が増えてきて

いる。気温は、年々上昇傾向にあり、まだ暑さの残る８月下旬から９月初めの体育の授業は、

体調への配慮に大変苦慮する時期である。この時期に、エアコンの効いた教室で体育理論の

授業を行うことは、カリキュラム・マネジメントの側面からも合理的であると考えられる。

（表４、表５参照） 

 

表４ 本校の年間指導計画 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

表５ 横浜市の平均気温や降水量など 

横浜 年平均気温：15.8 ℃  年降水量：1688.6 mm  統計期間：1981～2010 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

最高気温( °C) 9.9 10.3 13.2 18.5 22.4 24.9 28.7 30.6 26.7 21.5 16.7 12.4 

平均気温( °C) 5.9 6.2 9.1 14.2 18.3 21.3 25.0 26.7 23.3 18.0 13.0 8.5 

最低気温( °C) 2.3 2.6 5.3 10.4 15.0 18.6 22.4 24.0 20.6 15.0 9.6 4.9 

降水量(mm) 58.9 67.5 140.7 144.1 152.2 190.4 168.9 165.0 233.8 205.5 107.0 54.8 
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５ 授業の実際 

 【本時の展開】（１／６時間目） 

（１）本時の目標 

<関心・意欲・態度①>スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴について、意見を交換したり、自分

の考えを発表したりするなどの活動を通して、学習に自主的に取り組もうとすることがで

きるようにする。 

＜知識・理解①＞スポーツの歴史的発展と変容について、言ったり書き出したりできるようにする。 

（２）本時の評価 

《知識・理解①》スポーツの歴史的発展と変容について、言ったり書き出したりしている。【観察】【学習ノート】 

（３）展開 

【授業者としての振り返り】生徒は、体育理論とはどういう授業なのか、わからないところからのスタートであ
ったが、楽しさを感じてくれ始めている様子が見て取れた。学習ノートに取り組む時間の確保が課題である。 
【研究の視点からの振り返り】「教えて考えさせる授業」による学習過程は、生徒も授業を受けやすいように感じ
ているようだった。「知る」視点を重視した教材もねらいどおりにとらえていた。理解深化のディベート風ブレイ
ンストーミングもペアで両面の考えから思考し、シェアすることで理解を深める学習活動として効果的であった。 

 
生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立てと評価 

 
 
は 
じ 
め 
10
分 

１ オリエンテーション 

・学習の進め方を理解し、学習の見通

しを持つ 

２ 本時の学習内容を確認する。 

・単元を通した目標、授業規律や授業の取り組み方、ペア学習に

ついての説明をする。 

・学習ノートで体調の確認と本時のねらいを簡潔に確認させる。 

 

 

 

 

 

 
教
え
る
25
分 

３ 講義【教師の説明】 
 
〇民族スポーツのはじまり 
・世界の各文明で生まれた民族スポー
ツをその文明の文化から考える。 
 
〇近代スポーツへの変遷 
・中世のフットボールからサッカーと
ラグビーが生まれる経緯を例に理解
する。 
 
〇国際スポーツへの変遷 
・オリンピックが国際スポーツのキッ
カケになったことを理解する。 
 
〇日本発祥の国際スポーツ 
・日本発祥の国際スポーツを考える。 

 

・プレゼンテーションソフトで画像や動画を活用し、学習効果を
高める。 
・スポーツは労働や遊びから生まれたということを理解させる。 
・世界各地でその土地の生活に深くかかわり発展したものが民
族スポーツであることを理解させる。 
・ヨーロッパを中心に民族スポーツが秩序あるものとして整備
させたものが近代スポーツであることを理解させる。また、「楽
しさ」から「競技性」を重視し始めたことも理解させる。 
 
・ヨーロッパ中心だった近代スポーツがクーベルタンの実施し
たオリンピックをきっかけに世界的に広がっていったことを理
解させる。 
・日本に海外からスポーツ文化が入ってきたのは明治時代ごろ
で、「教育」「鍛錬」という文化として入ってきている歴史的な背
景を理解させる。 
・嘉納治五郎により日本発祥の柔道が国際スポーツに発展した
こと、また、柔道以外の日本発祥のスポーツが国際スポーツへと
発展し始めたことも理解させる。 

 
 
 
 
 
 
考
え
さ
せ
る 
15
分 

４ ディベート風ブレインストーミ
ング【理解深化】 

・ブレインストーミングで、ペアとお
互いの考えを共有し、思考を広げる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ まとめ、振り返り【自己評価】 
・学習ノートに理解したこと、思考し
たことをまとめる。 

・ブレインストーミングの説明をする。 
 
 
 
 
 
 
・肯定的な側面と否定的な側面と両面を考えさせ、思考させる。 
・スポーツの歴史的背景から、日本では「教育」「鍛錬」という
イメージが根強いが、「楽しむ」ことがスポーツの本質であるこ
とを理解させる。また、今ではスポーツの多様な価値観が認めら
れていることを理解させ、自己に応じたスポーツとの関わり方を
考えるよう促す。 
・学習ノートの使い方を説明する。 
《知識・理解①》 
・学習ノートに理解したこと、思考したことをまとめさせる。 

【学習内容】 
①スポーツの歴史的変遷と日本発祥のスポーツについて理解し、説明できるようにすること。 
②歴史的背景からスポーツの定義を思考し、自らの生活に適したスポーツのとらえ方ができるよう
にすること。 

 

【発問】『eスポーツ』は、スポーツか？ 
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【本時の展開】（２／６時間目） 

（１）本時の目標 

＜知識・理解②＞スポーツの技術、戦術、ルールの変化について、言ったり書き出したりできるようにする。 

（２）本時の評価 

《知識・理解②》スポーツの技術、戦術、ルールの変化について、言ったり書き出したりしている。【観察】【学

習ノート】 

（３）展開 

【授業者としての振り返り】信頼関係も少しずつ築けてきて、授業が、前時よりもやりやすく感じた。学習内容
も生徒の興味を引き、授業が活発であった。また、前時課題であった学習ノートの時間を前時よりは確保できた。 
【研究の視点からの振り返り】「教えて考えさせる授業」による学習過程が少しずつ定着し始めた。今回の学習内
容は「みる」視点を重視した教材であった。理解深化のディベート風ブレインストーミングが大変活発で、スポ
ーツの新たな「見方・考え方」を働かせることにつながる学習内容であった。 

 生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立てと評価 

は 
じ 
め 
５
分 

１ 本時の学習内容を確認する。 ・学習ノートで本時のねらいを簡潔に説明し、確認させる。 

 

 

 

 

 

 
教
え
る
30
分 

 
 
 
２ 講義【教師の説明】 
 
〇スポーツと用具の関係 
・用具の進化が『記録や技術』に影響
を及ぼしていることを理解する。 
 
・用具の進化が『戦術』に影響を与え
ていることを理解する。 
 
・用具の進化が『ルール』に影響を与
えていることを理解する。 
 
 
〇スポーツとメディアの関係 
・メディアの発達によってスポーツを
身近に感じられるようになったこと
を理解する。 
・メディアが『ルール』に影響を与え
ている。 

 
 
 
・プレゼンテーションソフトで画像や動画を活用し、学習効果を
高める。 
 
・生徒にイメージしやすいよう、それぞれ具体例を示し、用具の
進化が『記録や技術』『戦術』『ルール』に影響を及ぼしているこ
とをリンクさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・メディアの具体例を示し、理解しやすいようにする。 
・バレーボールのラリーポイント制やバスケットボール、卓球の
ルール改正などを例示し、メディア戦略にルールは影響されてい
ることを理解させる。 
・スポーツの発展にはメディア露出や経済的な発展も必要であ
ることと、スポーツそのものの意義や価値を見失う危険性がある
ことも理解させる。 
 
 

 
 
 
 
 
考
え
さ
せ
る 
15
分 

３ ディベート風ブレインストーミ
ング【理解深化】 

・ブレインストーミングで、ペアとお
互いの考えを共有し、思考を広げる。 
 
 
 
・国際水泳連盟の判断から「スポーツ
の意義」について考える。 
・用具の進化はスポーツそのものを歪
める可能性もあることを理解する。 
・メディアがスポーツを歪める可能性
もあることを理解する。 
 
 
４ まとめ、振り返り【自己評価】 
・学習ノートに理解したこと、思考し
たことをまとめる。 
 

・高速水着による世界記録続出のエピソードを説明し、用具の発
達は記録の向上に繋がることをあらためて理解させつつ、用具の
進化がすべて良いことなのかどうかを考えさせる。 
 
 
 
 
・国際水泳連盟は、高速水着の使用を禁止したことから用具の進
化が及ぼす悪影響やスポーツの意義を考えさせる。 
・「メディアのスポーツへの影響」や「用具の進化」については、
考え続けることが抑止力になること、均衡が保たれるということ
を理解させる。 
 
 
 
《知識・理解②》 
・学習ノートに理解したこと、思考したことをまとめさせる。 
 

【学習内容】 
①スポーツの技術や戦術、ルールは用具や施設などの改良、メディアの発達によって変わり続けてい
ることを理解し、説明できるようにすること。 

②用具やメディアの発達のメリット、デメリットについて理解し、自分の考えを述べることができる
ようにすること。 

【発問】「用具を進化させて、良い記録を生み出せば良い」のか、「それは違う」のか 
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【本時の展開】（３／６時間目） 

（１）本時の目標 

＜知識・理解③＞オリンピックムーブメントについて、言ったり書き出したりできるようにする。 

（２）本時の評価 

《知識・理解③》オリンピックムーブメントについて、言ったり書き出したりしたりしている。【観察】【学習ノ

ート】 

（３）展開 

【授業者としての振り返り】本時は、まさにオリンピック・パラリンピック教育と言える内容で2020東京大会に
向けた意識も高まった様子であった。あらゆるタイムマネジメントがうまくいった。 
【研究の視点からの振り返り】生徒が学習ノートの効果を感じ始めたようで、取り組む姿勢、文章量、内容が良
くなった。毎回提出させ、コメントを付けて返却することで生徒のモチベーションの向上も見て取れる。 
 
 
 

 生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立てと評価 

は 
じ 
め 
５
分 

１ 本時の学習内容を確認する。 ・学習ノートで本時のねらいを簡潔に説明し、確認させる。 

 

 

 
教
え
る
25
分 

２ 講義【教師の説明】 
 
〇オリンピズム、オリンピックムーブ
メントについて 
・オリンピズム、オリンピックムーブ
メントについて理解する。 
 
 
〇東京オリンピック・パラリンピック
について 
・東京オリンピック・パラリンピック
の開催時期や実施競技について理解
する。 
・神奈川県で開催される種目や会場に
ついて理解する。 
 

・プレゼンテーションソフトで画像や動画を活用し、学習効果を
高める。 
 
・オリンピックの目的とはメダルを獲ること以前に世界平和、国
際親善であることを、具体例を示して理解させる。 
・オリンピック休戦のように、スポーツは戦争や内戦を休戦させ
るだけの影響力のあることを理解させる。 
 
 
 
・東京オリンピックだけでなく、パラリンピックにも興味関心が
湧くような指導を心がける。 
・実施時期や実施競技を理解させる。 
・神奈川県が関係することも伝え、身近に世界的ビッグイベント
が開催され、世界各国の人たちが集まってくることを実感させ
る。 
 

 
 
 
 
 
 
考
え
さ
せ
る 
20
分 

３ フォトランゲージ 
分類フレーム付きブレインスト

ーミング【理解深化】 
 
 
 
 
・ブレインストーミングで、ペアとお
互いの考えを共有し、思考を広げる。 
・『する・みる・支える・知る』の４つ
の視点から考える。 
・ペアとお互いの考えを『する・みる・
支える・知る』の４つの視点に分類し
ながら共有し、思考を広げる。 
 
 
 
・リオオリンピックの総集編動画を観
賞する。 
 
 
４ まとめ、振り返り【自己評価】 
・学習ノートに理解したこと、思考し
たことをまとめる。 
 

・フォトランゲージの説明をする。 
・ブレインストーミング後、分類フレームの説明をする。 
 
 
 
 
 
・『する・みる・支える・知る』の４つの視点から考えると整理
しやすいことを促す。 
・出てきたものを 4つの視点に分類することで、『する・みる・
支える・知る』視点を意識付けさせる。また『する』以外の『み
る・支える・知る』という視点の関わり方について理解させる。 
・スポーツには多くの人が関わっており、多様な関わり方の思考
を広げるキッカケになるよう促す。 
・様々な『支え方』があることも、具体例を示し、思考の広がり
のキッカケを与える。 
 
・スポーツの感動をオリンピックの動画を見せることで、感じさ
せ、その感動を多くの方に味わってもらうためにアスリートたち
はオリンピック誘致に力を注いでいたことを伝える。 
 
 
《知識・理解③》 
・学習ノートに理解したこと、思考したことをまとめさせる。 

【学習内容】 
①オリンピズム、オリンピックムーブメントとは何か説明できるようにすること。 
②東京オリンピック・パラリンピックの価値について、自分の考えを述べることができるようにす
ること。 

【発問】次の写真から考えられる「スポーツに関わる人（こと、もの）」を挙げてみましょう。 
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【本時の展開】（４／６時間目） 

（１）本時の目標 

<思考・判断①> オリンピックとドーピングについて、必要な情報を比較したり、分析したりしてまとめた考え

を説明できるようにする。 

＜知識・理解③＞オリンピックとドーピングについて、言ったり書き出したりできるようにする。 

（２）本時の評価 

《思考・判断①》オリンピックとドーピングについて、必要な情報を比較したり、分析したりしてまとめた考え

を説明している。【観察】【学習ノート】 

《知識・理解③》オリンピックとドーピングについて、言ったり書き出したりしたりしている。【観察】【学習ノ

ート】 

（３）展開 

【授業者としての振り返り】本時は、単元内で最もボリュームのある学習内容で授業の展開が慌ただしく、かつ内容も難しか
ったため生徒にとって落ち着く暇のない授業であったと思う。６時間で収める際の苦しい部分である。 
【研究の視点からの振り返り】本時は、ドーピングという「スポーツの影」を扱った内容で生徒にスポーツの価
値や意義を考えさせるには絶好の学習内容であった。“スポーツ倫理”を学ぶことで正しい倫理観とは何か、高潔
性の重要性を学習できたのではないか。学習ノートにも、「見方・考え方」を働かせた記述が多く見られた。 

 生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立てと評価 

は 
じ 
め 
５
分 

１ 本時の学習内容を確認する。 ・学習ノートで本時のねらいを簡潔に説明し、確認させる。 

 

 

 

 

 

 
教
え
る
25
分 

２ 講義【教師の説明】 
〇フェアプレイとは何か 
・具体例からスポーツの倫理観、フェ
アプレイについて考える。 
〇ドーピングが禁止されている理由 
・心身への害があることを理解する。 
・ドーピングの種類について理解する。 
・WADA や各国に反ドーピング機構
が設置されていることを理解する。 
・フェアでないこともドーピング使用
禁止の理由であることを理解する。 

・スポーツの価値とは何かを考え、ド

ーピングとはその価値をすべて否定

することであると理解する。 

・青少年への悪影響を理解する。 

・プレゼンテーションソフトで画像や動画を活用し、学習効果を
高める。 
・具体例を示し、スポーツの倫理観、フェアプレイについて考え
るキッカケを与え、本時の学習効果を高める。 
 
・ドーピングによる心身への害の具体例を示し、理解させる。 
・ドーピングの種類やメカニズムを説明し、理解させる。 
・WADA、JADA などの反ドーピング機構を説明する。 
・例示から、フェアにプレーすることで栄誉をもらう資格がある
ことを理解させる。 
・発問でスポーツの価値を考えさせる。次に発表で、生徒全体に
スポーツには多様な価値があることを理解させる。発問を重ねる
ことで、ドーピングがスポーツの価値を否定する行為であること
をより実感させる。 
・青少年への悪影響を理解させる。 

 
 
 
 
 
 
考
え
さ
せ
る 
20
分 

３ 分類フレーム付きブレインスト
ーミング【理解深化】 

 

 
 
・なぜドーピングが起こるのか、様々
な視点から考える。 
・ブレインストーミングで、ペアとお
互いの考えを共有し、思考を広げる。 
〇ドーピング蔓延の理由について 
・メダリストやチームがお金を得るメ
カニズムについて理解し、不正に繋が
っていることを理解する。 
・オリンピックを国の威信や国力のア
ピールに利用していることも不正に
繋がっていることを理解する。 
・日本は、世界で最もドーピングが起
こらない国であり、高い倫理観がある
ことを理解する。 
 
４ まとめ、振り返り【自己評価】 
・学習ノートに理解したこと、思考し
たことをまとめる。 

・ドーピングが起こる理由を考える視点をあらかじめ示し、思考
を広げるキッカケを与える。 
 
 
 
《思考・判断①》 
・個人だけでなく、その周囲のチームスタッフもお金を得るため
に協力して不正を働いてしまうことや、国家の威信や国力のアピ
ールのために国家ぐるみで不正を斡旋してしまっている現状を、
具体例を用いて伝える。 
・ドーピングをなくすためには高い倫理観が必要であることを
理解させる。 
・日本は、世界で最もドーピングの少ない国であり、その倫理観
にアスリートは支えられているということ、自分もその支えの一
員であることを自覚させる。 
 
 
《思考・判断①》《知識・理解③》 
・学習ノートに理解したこと、思考したことをまとめさせる。 
 

【学習内容】①ドーピング禁止の理由を説明できるようにすること。 
②スポーツ倫理を学び、スポーツの価値について自分の考えを述べることができるよ 
うにすること。 

【発問】なぜドーピングが起こるの？ 
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 【本時の展開】（５／６時間目） 

（１）本時の目標 

<思考・判断②>スポーツの経済的効果とスポーツ産業について、必要な情報を比較したり、分析したりしてまと

めた考えを説明できるようにする。 

＜知識・理解④＞スポーツの経済的効果とスポーツ産業について、言ったり書き出したりできるようにする。 

（２）本時の評価 

《思考・判断②》スポーツの経済的効果とスポーツ産業について、必要な情報を比較したり、分析したりしてま

とめた考えを説明している。【観察】【学習ノート】 

《知識・理解④》スポーツの経済的効果とスポーツ産業について、言ったり書き出したりしている。【観察】【学

習ノート】 

（３）展開 

【授業者としての振り返り】「教えて考えさせる授業」やペア・ミーティング、理解深化のペア活動などこちらの
設定した学習過程が定着し、授業の流れが出来上がった。生徒・授業者相互で良い学習環境を作ることができた。 
【研究の視点からの振り返り】本時は、スポーツと“経済”、“産業”といった社会とのつながりを学習する内容
となっている。お金やビジネスとスポーツのつながりは、生徒にとって今まで結び付きをあまり考えたことがな
く、とても新鮮だったようで、新たなスポーツの「見方・考え方」が働いている様子が見て取れた。 

 生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立てと評価 

は 
じ 
め 
５
分 

１ 本時の学習内容を確認する。 ・学習ノートで体調の確認と本時のねらいを簡潔に確認させる。 

 

 

 

 

 

 
教
え
る
30
分 

 
 
２ 講義【教師の説明】 
〇スポーツと経済の関係 
・ロサンゼルス五輪の商業化の経緯を
理解し、オリンピックは経済に影響が
あることを理解する。 
・東京オリンピックやワールドカップ
を通して、大きなスポーツイベントが
もたらす経済効果を理解する。 
・神奈川県が誇るプロチームがもたら
す経済効果について理解する。 
・スポーツと企業のつながりについて
理解する。 
・そのお金を選手が得たいがためにド
ーピングが行われていることから、ス
ポーツの価値について復習する。 

〇スポーツと産業の関係 

・高校野球を例としてスポーツ産業の

成り立ちを理解する。 

 
 
・プレゼンテーションソフトで画像や動画を活用し、学習効果を
高める。 
・モントリオール五輪までの公的資金運営からロサンゼルス五
輪からの経営民営化の経緯を説明し、理解させる。 
・オリンピックは、経済的に豊かになるが、近年は開催後に施設
の運営維持などに苦慮していることも同時に伝える。 
・直接効果、波及効果について、具体例を示し、経済効果の仕組
みを説明する。 
 
・神奈川県にプロチームがある理由やそれがもたらす経済効果
について説明する。 
・スポーツ選手と企業のスポンサー契約の具体例を示し、つなが
りを理解させる。 
・具体例を示し、誤った「スポーツの価値観」から、経済がスポ
ーツそのものの価値をおとしめる可能性があることを説明する。 
 
・高校野球を具体例とし、スポーツ産業について説明する。 

 
 
 
 
 
 
考
え
さ
せ
る 
15
分 

３ 分類フレーム付きブレインスト
ーミング【理解深化】 

 
 
 
・ブレインストーミングで、ペアとお
互いの考えを共有し、思考を広げる。 
・スポーツ産業の３つのサービスの分
類に照らし合わせながら、考えを整理
する。 
・スポーツツーリズムなど、新たなス
ポーツ産業について理解する。 
・スポーツ産業からスポーツの価値を
考える。 
 
４ まとめ、振り返り【自己評価】 
・学習ノートに理解したこと、思考し
たことをまとめる。 

・高校野球を具体例とし、その他のスポーツ産業について考えさ
せる。 
 
 
 
《思考・判断②》 
・スポーツ産業の３つのサービスの分類について説明する。 
・新たなスポーツ産業は 3 つのサービスが重なり合って生まれ
ていることを理解させる。 
・スポーツを経済、産業などにリンクさせることでスポーツとの
多様な関わりの視点を広げさせる。 
・具体例を示し、誤った「スポーツの価値観」から、産業がスポ
ーツそのものの価値をおとしめる可能性があることを説明する。 
 
 
《思考・判断②》《知識・理解④》 
・学習ノートに理解したこと、思考したことをまとめさせる。 

【学習内容】 
①スポーツと経済、産業のつながりを理解し、説明できるようにすること。 
②スポーツ経済・産業が、スポーツそのものの価値をおとしめる可能性があることを理解し、自分
の考えを述べることができるようにすること。 

【発問】スポーツ産業にはどのようなものがあるか。 
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【本時の展開】（６／６時間目） 

（１）本時の目標 

<関心・意欲・態度①>スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴について、意見を交換したり、自分

の考えを発表したりするなどの活動を通して、学習に自主的に取り組もうとすることがで

きるようにする。 

（２）本時の評価 

《関心・意欲・態度①》スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴について、意見を交換したり、自

分の考えを発表したりするなどの活動を通して、学習に自主的に取り組もうとしている。

【観察】【教材プリント（お見合いルーレット、簡易マンダラート）】 

（３）展開 

【授業者としての振り返り】単元を通したまとめの学習内容であった。回想ムービーが予想以上に授業の雰囲気
を作り、まとめとしての効果があったと感じている。お見合いルーレットの発表活動も大変活発であった。 
【研究の視点からの振り返り】単元を通した「教えて考えさせる授業」の「考えさせる」に重点を置いた教材で
あったが、１～５時間目に「教えた」知識を活かして「考えさせる」活動が効果的であったと実感している。 

 

 生徒の学習内容・活動 教師の指導・手立てと評価 

は 
じ 
め 
５
分 

１ 本時の学習内容を確認する。 ・学習ノートで体調の確認と本時のねらいを簡潔に確認させる。 

 
振
り
返
り
10
分 

 
 
 
２ 講義【教師の説明】 
〇前時までの学習内容を確認する。 
・各単元を通じて学んできたことの振
り返りを行う。 
 

 
 
 
・プレゼンテーションソフトで画像や動画を活用し、学習効果を
高める。 
・各時間の学習内容の振り返りを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考
え
さ
せ
る 
35
分 

３ お見合いルーレット【理解深化】 
 
 
 
 
 
 
〇今単元で学習した 5時間分の中で、
最も印象に残った内容を挙げ、そこか
ら学んだことをまとめる。 
〇自分の考えを「お見合いルーレット
形式」で発表する。 
 
 
 
４ 簡易マンダラート【理解深化】 
 
 
 
 
〇スポーツの「する」「みる」「支える」
「知る」の４つの視点と自分との関わ
り方について考える。 
・完成したものを同じグループのメン
バーに発表する。 
・他の生徒で良いと思ったものを自分
のマンダラートに加える。 
 
 
５ まとめ、振り返り【自己評価】 
・学習ノートに理解したこと、思考し
たことをまとめる。 
 

・お見合いルーレットの説明をする。 
 
 
 
 
 
 
 
《関心・意欲・態度①》 
・学習してきた 5時間分の中で、最も印象に残った内容を挙げ、
そこから学んだことを書き出させ、発表する準備をさせる。 
 
 
 
 
・マンダラートの書き方や考え方の説明をする。 
 
 
 
 
 
・「する」「みる」「支える」「知る」の４つの視点と自分との関わ
り方について考えさせる。 
・完成したものを同じグループのメンバーに発表させる。 
・他の生徒で良いと思ったものを自分のマンダラートに加えさ
せる。 
 
 
 
 
・学習ノートに理解したこと、思考したことをまとめさせる。 

【学習内容】 
①単元を通して学んできたことを活かし、「スポーツの意義や価値」について、自分の考えを述べ
ることができるようにすること。 

②自己に応じた「スポーツとの多様な関わり方」について、自分の考えを述べることができるよう
にすること。 

【発問】「これからの自分とスポーツとの関わり方」を簡易マンダラートで考えてみよう。 

【発問】「①体育理論の学びの中で最も印象的な内容とその理由。②そこから感じたこと、考えた
こと」を各自でまとめ、発表しよう。 
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６ 実態調査の結果 

 令和元年７月４日（木）に、本研究の対象である１学年の生徒317名に対し、体育理論に係る

実態調査を行った。 

 

体育理論の認知度 

図13は、「体育の授業には『陸上競技』『水泳』『球技『武道』等と並んで『体育理論』という

領域があることを知っていますか」という質問に、「はい」「いいえ」で回答してもらった結果

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図13「体育理論を知っていますか」に対する回答 

 

 「いいえ（知らない）」と回答した生徒が78％を占め、「はい（知っている）」と回答した生徒

が22％であった。 

 

図14は、「中学校のとき『体育理論』の授業を受けた記憶はありますか」という質問に、「は

い」「いいえ」で回答してもらった結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図14「体育理論を受けた記憶はありますか」に対する回答 
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「いいえ（記憶がない）」と回答した生徒が87％を占め、「はい（記憶がある）」と回答した

生徒が13％であった。 

図14の結果は、現行の中学校学習指導要領で、体育理論は各学年で３単位時間以上の配当

と示されており、おそらく他の領域に比べ授業時間数が少なく、“体育理論の授業”として記

憶に残らなかった可能性があると考えられる。 

 

体育理論への興味 

図15は、「体育を座学（体育理論）でやることに興味はありますか」という質問に、「１（そ

う思う）」、「２（どちらかというとそう思う）」、「３（どちらでもない）」、「４（どちらかとい

うとそう思わない）」「５（そう思わない）」の選択肢の中から１つ選んで回答してもらった結

果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15「体育理論に興味はありますか」に対する回答 

 

「そう思う」と「どちらかというとそう思う」の肯定的な回答が28％、「どちらでもない」

が41％、「どちらかというとそう思わない」と「そう思わない」の否定的な回答が31％であっ

た。 

この結果から、体育理論に対して、あまり肯定的にはとらえていないということが考えられ

る。 

また、前述の図14の結果から、体育理論の授業イメージが抱けなかった生徒も多くいたこと

が想定され、「どちらでもない」が多くなったと考えられる。 

 

 

実態調査の結果のまとめ 

・体育理論の認知度が低い。 

・体育理論を受けた記憶がある生徒の割合が低い。 

・体育理論に対して肯定的な回答の割合が低い。 
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７ 検証授業の結果と考察 

  検証授業で得られたデータを基に、検証の視点に沿って仮説を検証することとする。 

  検証授業の出席者数は、表６のとおりである。また、事前・事後アンケートの回収状況に

は、表７のとおりである。 

 

  表６ 検証授業の出席者数 

 １時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 ５時間目 ６時間目 

１年６組（40名） 40名 40名 40名 40名 40名 40名 

１年７組（40名） 39名 39名 38名 39名 40名 40名 

合計 79名 79名 78名 79名 80名 80名 

 

表７ 事前・事後アンケートの回収状況 

 事前 事後 

１年６組（40名） 40名 40名 

１年７組（40名） 40名 40名 

合計 80名 80名 

 

  本研究の対象クラスの６組と７組のデータを複数項目比較したところ、クラス間に顕著な差

異が見られなかったため、クラスごとのデータとせず、１つの集団のデータとして、仮説を検

証することとした。また、本研究においては、「そう思う」、「どちらかというとそう思う」、「ど

ちらかというとそう思わない」、「そう思わない」の４件法によるアンケートの結果において、

「そう思う」、「どちらかというとそう思う」を合わせて「そう思う群」、「どちらかというとそ

う思わない」、「そう思わない」を合わせて「そう思わない群」と表記し、グラフには数値を太

枠で囲むこととする。そして、本研究において、４件法と表記する場合の選択肢は、上記選択

肢を意味することとする。 

なお、文中の生徒の記述については、誤字・脱字を除き、生徒が記述したままの表現で記載

した。太字、下線は筆者が加筆した。 
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（１）生徒が授業をどのようにとらえたか 

ア 体育理論の授業は楽しかったか 

図16は、事後アンケートの「体育理論の授業は楽しかったですか」という質問に、４件

法で回答してもらった結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図16「体育理論の授業は楽しかったですか」に対する回答 

 

「そう思う」と回答した生徒が89％、「どちらかというとそう思う」と回答した生徒が11％で

あり、「そう思う群」が100％を占め、全員が、今回の体育理論の授業を楽しむことができた

と考えられる。また、事後アンケートの感想等の自由記述に次のような記述があった。 

 

「新しい知識を得られたときや“なるほど”と思えたときがとても気持ちが良かった。ど

の教科よりも体育理論を勉強したいと思うようになった」 

「達成感があり、とても楽しかった。正直、体育でこんなに楽しい時間を過ごせたのは初

めて」 

「社会の見え方がガラリと変わった」 

「今回の授業でスポーツの見方が変わった。本当にこの授業で自分の中の何かが変わった

気がする」 

 

以上のような前向きな記述が多数あることから、今まで知らなかったスポーツの側面を知

ることができたり、スポーツの新たな「見方・考え方」ができるようになったりしたことが、

授業が楽しかったと回答した要因だと考えられる。 
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イ 体育理論の必要性の認識 

図17は、授業前に行った事前アンケート（以下、事前という。）と授業の後に行った事後

アンケート（以下、事後という。）の「体育の授業において『座学で学ぶ知識（体育理論）』

は必要だと思いますか」という質問に４件法で回答してもらった結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図17「体育理論は必要だと思いますか」事前・事後の比較 

 

図17を見ると、「そう思う群」の割合は、事前の79％から事後では100％になった。今回

の体育理論の授業を通して、全員の生徒が、体育理論の必要性を認識ができたと考えられ

る。 

 

表８は、同様の質問について、事前から事後の回答の推移の内訳である。 

 

表８「体育理論は必要だと思いますか」に対する回答の事前・事後の推移の内訳 

「４（そう思う）」「３（どちらかというとそう思う）」「２（どちらかというとそう思わない）」「１（そう思わない）」 

４➡４ 14名(18％) ３➡４ 36名(45％) ２➡４ ９名(11％) １➡４ ２名(３％) 

４➡３ ２名(３％) ３➡３ 11名(14％) ２➡３ ５名(６％) １➡３ １名(１％) 

４➡２ ０名 ３➡２ ０名 ２➡２ ０名 １➡２ ０名 

４➡１ ０名 ３➡１ ０名 ２➡１ ０名 １➡１ ０名 

（n=80） 

 

表８を見ると、「どちらかというとそう思う」から「そう思う」に推移した人数が36名（全

体の45％）と最も多かったことがわかる。 

 

表９は、「体育の授業において『座学で学ぶ知識（体育理論）』は必要だと思いますか」

という質問の回答について、「それはなぜですか。理由を書いてください」という質問の回

答の中で、人数が最も多かった「３（どちらかというとそう思う）」から「４（そう思う）」

と回答が推移した生徒の自由記述に推移した生徒の記述からの回答の抜粋である。 
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表９「どちらかというとそう思う」から「そう思う」に回答が推移した生徒の回答理由（抜粋） 

生徒Ａ 

（事前）今ある知識よりさらに新しいスポーツの知識を得ることは良いことだと思ったから。 

➡（事後）最初は体育理論なんてやらなくてもいいと正直思っていた。けれど、学んでみると

自分の知らなかったオリンピックでのエピソード、オリンピックの目的、裏で回っている経済

についてなど、新しい知識を知ることができた。オリンピックの知識が知れたことで、オリン

ピックを絶対見ようと思えたし、自分にとって良い機会が与えられたのでとても良かった。 

生徒Ｂ 

（事前）ただ体を動かすだけじゃ得られない知識もあると思うし、学ぶことによって体育への考

え方が変わるかもしれないから。 

➡（事後）体育理論を学ぶ前は正直何をするのかわからなかったし、意味ないと思っていたけど、

学んだことによってスポーツに対する考え方が変わって、スポーツにはこんなにいろんなものに

影響を与えることができるんだなと思いました。このように考え方が変わったので必要だと思い

ました。 

生徒Ｃ 

（事前）知識がないよりはある方が良いと思う。 

➡（事後）最初「体育理論」と聞いて、正直やりたくないと思った。けれど授業を重ねるにつれ、

スポーツの意味が分かったような気がした。体育の授業において体育理論は必要だと思った。 

生徒Ｄ 

（事前）体育理論は受けたことがないから、どういうものかわからないが、１回ちゃんと受けて

みたいと思った。 

➡（事後）なぜスポーツをするのか、スポーツをすることによっての影響や歴史を学ぶことは大

切だと思った。自分も初めて知った部分が多かったし、これからためになることも多かったから

必要だと思った。 

生徒Ｅ 

（事前）体のしくみや性質を理解することは大事だと思うが、やはり体を動かすことが上手にな

る近道だと思う。 

➡（事後）実際に体を動かして学ぶのと、座学で学ぶ知識は全く違った。最初、体育理論は跳

び箱の跳び方や、陸上での正しい走り方などを勉強するのだと思っていたが、オリンピックの

歴史やドーピング、スポーツが与える経済効果などを学ぶと知って少し驚いた。それと同時に

好奇心、興味が湧いてきた。もし、体育理論を受けなければ知らなかったことがたくさんあっ

たのでとても楽しかった。体育理論は実技とまた違った良さがあって良いと思った。 

生徒Ｆ 

（事前）座学は身になるし、学習の向上を感じることができる。運動は得意ではないし、成長を

感じることができない。 

➡（事後）「スポーツ」は“体を動かして評価されるもの”としか思っていなかったし、「体

育」は“不公平な成績を付けられる教科”としか思っていなかったが、今回、座学を通じてス

ポーツの“奥深さ”や“支える”などの新しい見方を見出すことができた。 

 

 表９の記述から「どちらかというとそう思う」から「そう思う」に回答が推移した理

由として、体育理論の意義を具体的に認識できるようになったからと考えられる。 

抜粋ではあるが、事前では、学習内容が具体的に分かってはいないが、「きっと必要で

あろう」という、言わば“期待”のような記述が多く見られる（生徒Ａ～Ｆ）。しかし、

事後は実際に体育理論の授業を受け、新たな知識を習得したり、スポーツの「見方・考
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え方」の広がりを感じたりしていることが見取れる記述が多く見られる。また、生徒Ｆ

のように運動が不得意な生徒も、スポーツを好意的に受け止めるような記述もあり、い

わゆる“体育嫌い”の生徒にとって、体育を前向きにとらえることができる領域である

とも考えられる。 

 

表10は、事前に「そう思わない群」から事後に「そう思う群」に回答が推移した生徒の

自由記述からの抜粋である。 

 

表10「そう思わない群」から「そう思う群」に回答が推移した生徒の回答理由（抜粋） 

１➡４と推移した生徒の自由記述 

生徒Ｇ 

（事前）中学校でやっていなかった。こういうことをやったことがないので、あまり必要に感じ

ない。（パターン２） 

➡（事後）座学で学んだことで、スポーツの価値観を知ることができたから。もし、この授業を

受けていなかったらスポーツの価値観が分からなかったかもしれない。そう思うと必要だと思

う。 

生徒Ｈ 

（事前）まだどういう授業なのかわからないから。（パターン２） 

➡（事後）メディアによってルールが変わってしまったりなど、知らないことがいっぱい知れた

ので、やったほうがいいと思う。 

２➡４と推移した生徒の自由記述 

生徒Ｉ 

（事前）分からないことを聞いて学ぶことも大切だとは思いますが、実際に体を使って学ぶこと

のほうが大切だと思うからです。（パターン１） 

➡（事後）必要だと思います。なぜなら、スポーツに対しての価値や見方や考え方を学ぶことが

できるからです。また、自分が知らなかったことがたくさん学べ、それを実技の方でも活かせる

と思ったからです。また、座学で近くの人と積極的に話をする中で新たな疑問が生まれ、よりス

ポーツに対して興味を抱くことができるからです。 

生徒Ｊ 

（事前）今まで体育の授業は体を動かすだけだと思っていて、座学で学ぶというのは考えたこと

がないから。（パターン１） 

➡（事後）スポーツと普段の生活の結びつきのようなものがあって、大人になって社会に出てか

らも役に立つものがあると思いました。特にスポーツと経済や産業を結びつけて考えることも

大人になったらあるかもしれないので、座学で体育を学ぶことは必要だと思いました。 

生徒Ｋ 

（事前）まだ体育理論についてよく分かりません。なので実際に受けてみてから判断したいです。

体を動かさずに授業を受けるのなら、保健に入れてもいいと思いました。（パターン１） 

➡（事後）今回の体育理論では、スポーツの価値観を知ることができた。なので、前とは違うス

ポーツの見方ができるようになり、スポーツに興味が持てたからです。また、スポーツをすると

きの考え方も変わり、スポーツをすることが以前よりも楽しくなったからです。 

生徒Ｌ 

（事前）体育で座学は集中できないから。体育は体を動かすものだから。（パターン１） 

➡（事後）体育に関連した、“知っていて得する知識”がいっぱいあったから。また、今自分が

やっているスポーツの歴史を知ったりできると、意欲が向上して体育をすることができるから。
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また、自分の身近にあるオリンピックも、オリンピズムなどを意識して見ることができるから。

今自分がやっているスポーツの楽しさなども分かることができるし、深く考えることができる

と思ったからです。 

１➡３と推移した生徒の自由記述 

生徒Ｍ 

（事前）体を動かして学んだほうが得るものが多いと思うし、スポーツをして仲を深めたり、協

調性を養ったりする方が大事だと思ったから。（パターン１） 

➡（事後）世界的な大会に興味を持て、さらにスポーツへの関心や、憧れなどが強くなったから。

きちんとした知識を取り入れるために大事。 

２➡３と推移した生徒の自由記述 

生徒Ｎ 

（事前）どういうことを学ぶのか分からないのと、その知識がどう活かせるかもよく分からない

から。やっていて楽しい授業なのか。（パターン２） 

➡（事後）将来、会社に入ってスポーツ関係の仕事をすることになったとき、スポーツに道を選

ぶにあたって関連するような知識を知っておくことは活かせると思ったから。スポーツの方向

につなげるにも、新しい発想が必要だと思うから、スポーツの多様性を知識に入れておくことは

とても良いことだと思った。 

生徒Ｏ 

（事前）保健みたいだから、保健でやればいいと思う。（パターン２） 

➡（事後）知識がより多く身に付き、楽しかったから。ＩＣＴを使って分かりやすかったから。 

 

抜粋ではあるが、「そう思わない群」の生徒の事前の記述は、大きく２パターンに分けら

れる。１つは“体育は実技”としか認識できていないパターン１。２つ目は、体育理論と

はそもそもどのような学習なのかが分かっていない“体育理論の未理解”のパターン２、

である。 

パターン１において、事前で“体育は実技”としか認識できていない生徒が事後では、

知識を得ることでスポーツへのモチベーションがさらに高まっていると読み取れるよう

な記述（生徒Ｉ、Ｊ、Ｋ、Ｌ、Ｍ）が見られるようになった。 

パターン２において、事前で“体育理論の未理解”の生徒が事後では、実際に授業を受

け、体育理論の楽しさや必要性を感じるような記述（生徒Ｇ、Ｈ、Ｎ、Ｏ）が見られるよ

うになった。 

どちらのパターンも、実際に体育理論の授業を通して、体育の「知識に関する領域」の

重要性を実感したことで、事後には、必要性を感じるような回答が増え、「そう思わない群」

がゼロとなったと考えられる。 

 

ウ 「教えて考えさせる授業」による学習をどのようにとらえたか 

図18は、次の４つの質問（事後アンケート）に対する４件法による回答割合である。 

 

（ア）「先生からの説明はわかりやすかったですか」 

（イ）「授業でのＩＣＴ（画像、動画、プレゼンテーションソフト）の活用により、授業がわ

かりやすかったと思いますか」 

（ウ）「ペア活動によって理解を深めることができましたか」 

（エ）「学習ノートにより、毎授業の最後に振り返りをすることは、学習に役立ちましたか」 
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図18 各学習活動等に係る事後アンケートの回答割合 

 

    そう思う群は、（ア）、（イ）、（エ）で100％、（ウ）で99％と肯定的な回答結果となった。 

    （ア）の教員からの説明については、大部分が（イ）に係るＩＣＴを活用した説明であ

り、興味の湧くニュースや認知度の高いスポーツ選手を当該の画像や動画とともに取り上

げ（p.29参照）、視覚や聴覚に訴えたことが、（ア）と（イ）の肯定的な回答の要因である

と考えられる。 

    （ウ）のペア活動（pp.29-34参照）は、ブレインストーミング等を行ったが、「ペアの意

見や他のペアの意見を聞くことができて考え方が広がった」、「ペア学習をすることで自分

の意見以外の考え方が分かって、より関心が高まったと思います」など、事後アンケート

に他者の考えが聞けて思考が広まったといった趣旨の記述が多数あり、ペア活動が機能し

たと考えられる。これは、前述の教員の説明がわかりやすく、生徒たちが情報を共有でき

ていたことが、その背景にあったと考えられる。 

    そして、（エ）の振り返り活動（p.25参照）では、その日の授業で学んだことを整理して

書いたり、学んだことを活かして、改めて考えて文にしたりするなどの活動を行った。書

くことが苦手な生徒もいたと思われるが、求めた量もそれほど多くなく、興味や関心を抱

いた（p.51参照）内容についての振り返りであったので、負担もなく書くことができたと

考えられる。また、事後の感想に、教員からのコメントが毎回楽しみだったと記載してい

る生徒もおり、生徒たちは、学習ノートによる振り返り活動を肯定的にとらえたと考えら

れる。 

    以上のことから、生徒は「教えて考えさせる授業」による学習を肯定的にとらえていた

と考えられる。 

 

エ 授業における取組姿勢等 

図19～22は、その日の授業に対する取組姿勢等について、４つの自己評価項目（学習ノ

ート、p.25参照）に対する４件法による回答割合の推移である。 

 

（ア）「自ら意欲的に楽しく授業にのぞめたか」 

（イ）「『もっと知りたい』など興味関心が湧いたか」 

（ウ）ペア活動の積極性「ペア活動を積極的に行おうとしたか」 

（エ）「本時のねらいが達成できたか」 
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図22「ねらいへの達成感」の自己評価の推移 

図19「意欲」の自己評価の推移 

図21「ペア活動の積極性」の自己評価の推移 

図20「興味関心」の自己評価の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図19～22に示すとおり、１時間目から６時間目まで、すべての項目において「そう思う

群」の割合が97～100％を占め、授業に取り組む姿勢は前向きであり、ねらいの達成度も高

かった。これらの背景としては、今回の授業が、生徒にとって魅力的で楽しいものであっ

たことが考えられる。 

（ア）の意欲と（イ）の興味関心は、１時間目こそ、「そう思う」が50％台であったが、

２時間目以降は70％以上となっている。原因としては、２時間目以降は、授業の見通しが

持てたことなどが考えられる。 

（ウ）のペア活動の積極性については、話し合い活動が苦手な生徒もいたと思われるが、

１時間目から「そう思う」が70％台であり、単元を通じて、テーマに興味を持ちながら、

積極的にペア活動が行われたと考えられる。 

（エ）のねらいの達成については、毎回、学習のねらいを授業開始時に明確に示し（p.26

参照）、授業終盤に学習ノート（p.25-26参照）で、そのねらいに対する振り返りを行った

ことが高い達成感を得られた要因であると考えられる。具体的には、「授業で学んだこと」

と「学んだことを基に考えたこと」が、振り返りの欄に書ければ、学習のねらいが達成さ

れたことになる明快なシステムにしたことが、「そう思う」を増やしたと考えられる。 

また、６時間目は、単元を通して学んだことを活かしたまとめの学習活動を行った。そ

の結果、全項目において、「そう思う」の割合が最も高かった。 

その要因として、２つ考えられる。１つ目は、１～５時間目の学習のポイントを象徴す

る名場面をまとめた回想ムービー（p.33参照）の活用である。５時間分の学習を10分程度

で視覚的に振り返ることができ、集中しながらこれまでの学習内容を整理できたと考えら

れる。２つ目は、これからのスポーツライフを、自分の生活に即して考える学習内容であ

ったことで、内発的な動機付けが高まったことである。 



52 

図23「教材プリント（個人用）はわかり

やすかったか」に対する回答 

図24「教材プリント（ペア用）はわかり

やすかったか」に対する回答 

（

（n＝79） 

 

オ 教材をどのようにとらえたか 

（ア）教材プリントをどのようにとらえたか 

図23、24は、事後アンケートで、「授業で使用した教材プリント（個人用）はわかりやす

かったですか」、「授業で使用した教材プリント（ペアワーク用）はわかりやすかったです

か」という質問に対する４件法による回答してもらった結果である。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

両項目において、「そう思う群」が教材プリント（個人用）で100％、教材プリント（ペ

アワーク用）で99％を占めている。 

要因としては、前述した、「重要な箇所に画像を入れたこと」や「ブレインストーミング

を進めやすくしたこと」等の教材プリント作成時の工夫（pp.27-34参照）がわかりやすさ

につながったと考えられる。 

 

（イ）５つの単元の中で最も印象的だった内容はどれか 

表11は、６時間目の授業内にて「これまで５時間の体育理論の学びの中で、最も印象

的だった内容を選んでください」（多肢選択法で１つ選択）という学習活動での回答の集

計結果である。 

 

表11「今回の授業で最も印象的だった内容」についての集計結果 

時間 学習内容 人数 割合 

１ スポーツの歴史的発展と変容 ２名 ３％ 

２ スポーツの技術、戦術、ルールの変化 12名 15％ 

３ オリンピックムーブメント 13名 16％ 

４ オリンピックとドーピング 37名 47％ 

５ スポーツの経済効果とスポーツ産業 15名 19％ 

 

表11からわかるように、最も印象に残った内容は、４時間目の「オリンピックとドーピ

ング」が半数近くを占める結果となった。 

今回の教材は、スポーツの良い部分と懸念される部分の対立構造で授業を組み立てるこ

とを重要視した。（p.19参照）中でも４時間目の内容が最も対立構造の要素が強かった。こ

れは、４時間目の内容が３時間目の「オリンピックムーブメント」における「オリンピズ

ム」や、中学校までに教わってきたスポーツの高潔性のような「スポーツの光」の部分と
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反する「ドーピング」といういわゆる「スポーツの影」の部分に触れており、その内容が

生徒にとって衝撃的だったことが影響していると考えられる。また、その対立された内容

を比較したり、どちらが正しいか判断をしたりする学習が、４時間目の印象度を強めたと

考えられる。 

一方、１時間目の「スポーツの歴史的発展と変容」は２名しか最も印象的と回答しなか

った。これは学習内容の特性上、対立構造の要素が弱く、生徒が批判的思考を働かせづら

かったため、思考力、判断力を働かせる場面が少なかったことが要因の１つであると考え

られる。さらに、１時間目ということでオリエンテーションもあり、時間が短かった上に、

１番最初に行ったので内容を忘れてしまったことも影響していると考えられる。 

以上のことから、対立構造のような思考力、判断力を働かせやすい単元が、生徒の印象

に残ることに影響を及ぼすと考えられる。 

 

（ウ）「する、みる、支える、知る」の視点を学ぶ教材について、生徒がどのようにとらえたか 

表12は、教材作成時に筆者が「する」「みる」「支える」「知る」の視点のうち、重点を

置いた視点（p.18参照）と、毎授業後の振り返り項目（学習ノート、p.25参照）「本時の

授業は具体的に次のどの視点について学べましたか（「する」「みる」「支える」「知る」

「どれでもない」の多肢選択法で、複数選択可）」に対する回答割合を示した表である。 

 

表12「教材作成時の重点項目」と「生徒の回答の割合」を示した早見表 

時間 学習内容 「する」 「みる」 「支える」 「知る」 

１ スポーツの歴史的発展と変容(n=79) 〇 42％  42％  5％ ◎ 91％ 

２ スポーツの技術、戦術、ルールの変化(n=79)  23％ 〇 58％  41％ ◎ 76％ 

３ オリンピックムーブメント(n=78)  63％ ◎ 73％ 〇 74％ ◎ 76％ 

４ オリンピックとドーピング(n=79) 〇 41％  52％ ◎ 71％ ◎ 84％ 

５ スポーツの経済的効果とスポーツ産業(n=80)  39％ 〇 75％ ◎ 66％ ◎ 78％ 

６ 自分とスポーツとの関わり方(n=80)  88％  89％  85％  91％ 

◎特に重点を置き学びを促す視点 〇重点を置き学びを促す視点(n=80) 

  

表12から分かるように、「知る」視点を回答した割合がすべての学習内容において最も

高かった。これは、体育理論は、体育の「知識に関する領域」であり、６時間目を除き、

この４つの視点のうち毎授業で「知る」視点を基礎としたことから、生徒が「知る」視

点を回答することは、自然な結果だと考える。また、生徒の学習ノートや事後アンケー

トの記述に「もっと知りたい」、「具体的なことを知れて楽しかった」、「知れば知るほど

興味が出てきた」等、知的欲求を満たすことが学習意欲の向上につながっていると読み

取れる記載が多くあった。生徒は、毎時間新たな知識を得ていたと考えられ、毎時間、

学んだ視点として「知る」を回答したと考えられる。 

そして、ここで着目したいのは「支える」視点の項目である。１時間目では、教材作

成上の重点ポイントではないが、「支える」視点を回答した生徒は５％（４名）と他の視

点と比較し低い割合であった。これは、今までの経験や学習してきた中で、スポーツを

「支える」視点というイメージが、生徒になかったからだと考えられる。しかし、２時

間目からほぼ右肩上がりに割合を向上させていった。２時間目の内容も教材作成上の重

点ポイントではなかったが、「支える」視点ととらえられる内容が多く登場する（スポー

ツと用具やメディアとのつながりなど）といった学習内容の特徴が要因だと考えられる。

そのような部分で生徒は「支える」視点を自ら学び取り、回答したと考えられる。３時
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間目では、「支える」視点を〇（重点を置き学びを促す）、４、５時間目では、◎（特に

重点を置き学びを促す）と位置付けたが、多くの生徒が学んだ視点として「支える」視

点を回答している。 

今まで生徒は、スポーツについて「する」や「みる」といった視点で考えてきたが、

授業によりスポーツは多くの人、モノに“支えられて”成り立っているという「見方・

考え方」を学び、またその「見方・考え方」を働かせ始めていることを示すデータであ

ると考えられる。 

以上のことから、各時間において、“筆者の教材作成にあたって重点を置いた視点”と

“生徒の回答の割合”とが概ね合致しており、筆者の意図が生徒の回答に反映されたと

考える。“重点を置いていない部分”の割合が高いことに関しては、前述しているように、

生徒が自然と自ら学び取った視点であると考えられる。 

 

 

（１）「生徒が授業をどのようにとらえたか」のまとめ 

 

・全員の生徒が、体育理論の授業を楽しいと感じた。 

・全員の生徒が、体育理論の必要性を認識するようになった。 

・「教えて考えさせる授業」による学習を、ほぼ全員の生徒が、肯定的にとらえていた。 

・ほぼ全員の生徒が、授業に対する取組姿勢は前向きであった。 

・「する、みる、支える、知る」視点を学ぶ教材について、筆者の意図が生徒に反映された。 
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事前 事後 差 有意差

1 体力を向上させることができる 6.61 6.69 0.08 ns

3 体型の維持・改善につながる 6.40 6.59 0.19 +

5 病気を予防することができる 6.11 6.24 0.13 ns

8 病気の治療に役立つ 5.25 5.59 0.34 *

6 ストレスの発散ができる 5.81 6.10 0.29 +

11 不安やイライラを解消することに役立つ 5.56 5.93 0.36 **

4 目標を達成することに夢中になることが面白い 5.85 6.23 0.38 **

7 できなかったことができるようになることが面白い 6.06 6.39 0.33 **

9 社会的なマナーを身につけることができる 5.13 5.95 0.83 **

12 協調性を養うことができる 5.89 6.30 0.41 **

2 人間関係を改善することができる 5.25 6.05 0.80 **

10 新たな人との出会いの機会になる 5.89 6.40 0.51 **

7 地域住民や国民の生活に張りが出る 5.25 5.94 0.69 **

3 地域住民や国民における家族の絆を深めることができる 5.41 6.06 0.65 **

9 地域住民や国民の仲間を作る機会を創出する 5.88 6.25 0.38 *

2 地域や国における産業の発展に役立つ 5.08 6.24 1.16 **

10 地域や国における新しい観光誘致に役立つ 5.14 6.21 1.08 **

1 地域住民や国民における国際交流の機会を創出する 5.73 6.28 0.55 **

6 地域住民や国民の異文化理解につながる 5.48 6.39 0.91 **

8 地域住民や国民の生涯学習につながる 5.16 5.88 0.71 **

5 地域や国におけるリーダーの育成に役立つ 5.20 5.89 0.69 **

4 地域住民や国民の豊かな心を養うことができる 5.41 6.14 0.73 **

代理達成 2 応援する選手やチームが勝つと達成感を得ることができる 6.16 6.53 0.36 **

ドラマ 4 接戦が繰り広げられると，緊張感を味わうことができる 6.49 6.64 0.15 +

5 ハイレベルなプレーや演技をみることができる 6.45 6.74 0.29 **

6 スポーツがもつ美しさ，優美さを感じることができる 5.83 6.41 0.59 **

社交 1 人と交流する機会になる 5.89 6.34 0.45 **

逃避 3 日々の決まった活動に大きな変化をもたらす 5.40 5.94 0.54 *

代理達成 2 応援する選手やチームが勝つと達成感を得ることができる 6.03 6.43 0.40 **

ドラマ 4 接戦が繰り広げられると，緊張感を味わうことができる 6.15 6.33 0.18 ns

5 ハイレベルなプレーや演技をみることができる 6.34 6.56 0.23 *

6 スポーツがもつ美しさ，優美さを感じることができる 5.71 6.25 0.54 **

社交 1 人と交流する機会になる 4.66 5.26 0.60 **

逃避 3 日々の決まった活動に大きな変化をもたらす 5.04 5.71 0.68 **

1 地元地域や国に思い入れを感じることができる 5.78 6.28 0.50 **

2 地元地域や国の人々に親近感を持つことができる 5.60 6.28 0.68 **

3 地元地域や国の人々と共通点があると感じることができる 5.50 6.19 0.69 **

1 地元地域や国に思い入れを感じることができる 5.40 5.90 0.50 **

2 地元地域や国の人々に親近感を持つことができる 5.28 5.81 0.54 **

3 地元地域や国の人々と共通点があると感じることができる 5.25 5.91 0.66 **

1 新しい技能を得ることができる 5.75 6.20 0.45 **

10 新しい知識を得ることができる 6.05 6.47 0.42 **

4 自分が成長し，向上できる　 6.03 6.43 0.41 **

11 自分の生活を充実させることができる 5.70 6.19 0.49 **

15 楽しみを見出すことができる 6.01 6.56 0.54 **

5 多くの人と出会うことができる 6.28 6.63 0.36 **

13 同じ志を持った人達と目的を達成して喜びを感じることができる 6.03 6.48 0.46 **

6 社会還元的な活動をすることができる　 5.56 6.28 0.72 **

12 人からの親切にボランティアという形で恩返しできる 5.84 6.23 0.39 *

7 現在の仕事や将来の就職のために役立つ能力を得ることができる 5.49 6.10 0.61 **

14 現在や将来のために自分の能力を試す良い機会とすることができる 5.83 6.41 0.58 **

2 地域社会へ貢献することができる 5.99 6.57 0.58 **

8 地元のために役立つことができる 5.78 6.34 0.57 **

3 自分の能力（専門的能力や語学力など）を活用することができる 5.88 6.39 0.52 **

9 自分の持っている知識を活かすことができる 5.84 6.39 0.55 **
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（２）生徒の「スポーツの価値意識」が高まったか 

表13は、木村らが、スポーツの価値意識の多面的な評価指標として開発した「スポー

ツ価値意識評価尺度（簡易版）」（７件法、p.8参照）による事前及び事後アンケートの（「強

くそう思う」を７点、「まったくそう思わない」を１点として計算）回答結果（平均値）

と、js-STARによる分散分析※（１要因参加者内）の結果である。 

また、表13のデータから「する」、「みる」、「支える」の大項目ごとに平均値を求め、

同様に分散分析を行い、グラフ化したものが図25である。 

 

表13「スポーツ価値意識評価尺度（簡易版）」についての回答の事前・事後の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※分散分析とは、複数の群間で平均を比較する手法である。また、１％水準（＊＊）や５％水準（＊）で有意差が

あるということは、99％や95％の確率で群間に差があるということを意味する。また＋は有意な傾向にあること、

n.s.は有意な差が見られないことを意味する。 
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図25 「スポーツ価値意識評価尺度（簡易版）」の質問に対する 

カテゴリーごとの回答の事前・事後の比較 

 

図25から、「する」、「みる」、「支える」の３つの視点で、事前に比べ、事後の値が有意に

高まっており、生徒の「スポーツの価値意識」は、授業前に比べ、授業後に高まったと考

えられる。 

また、詳細を示した表13においても、「**（１％水準の有意差）」が44項目、「*（５％水

準の有意差）」が５項目、「+」が３項目、「n.s.」が３項目という結果で、多くの項目で有

意な高まりが見られた。 

中でも、0.9以上と大きく向上している上位３つの項目（質問）は、「地域や国における

産業の発展に役立つ（1.16up）」、「地域や国における新しい観光誘致に役立つ（1.08up）」、

「地域住民や国民の異文化理解につながる（0.91up）」である。この上位３つの項目のうち、

「地域や国における産業の発展に役立つ」、「地域や国における新しい観光誘致に役立つ」

は５時間目「スポーツの経済効果とスポーツ産業」の中で、「地域住民や国民の異文化理解

につながる」は１時間目「スポーツの歴史的発展と変容」、３時間目「オリンピックムーブ

メント」の中で主として取り扱っており、それが大きく向上した要因だと考えられる。 

その他の項目の向上については、授業で扱ったものに近い項目もあったが、今回の単元

に関しては扱わなかった項目（健康・体力づくりなど）の方がむしろ多かった。しかし、

どの項目もほぼ一律に向上している。これは、項目を直接扱わなくとも、今回の体育理論

の授業を通して、「スポーツそのものへの興味関心」が高まり、間接的に「スポーツ価値意

識」の向上に影響を及ぼしたと考えられる。 

以上のことから、生徒の「スポーツ価値意識」が高まったと考えられる。 

 

図26は、事前・事後で「あなたにとって『スポーツの意義や価値』とは何ですか」に

対する回答（自由記述）からキーワードを読み取り、「スポーツ価値意識評価尺度」を参

考にカテゴライズしたものを集計し、比較したものである。 

 なお、生徒の自由記述の読み取りとカテゴライズは、筆者と他の２名の県立体育センタ

ー指導主事の計３名で行った。（表14） 

 

 

 

**p<.01 *p<.05 

n=79 
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カテゴリー名

楽しさ 楽しい

健康・体力づくり 自分の調子 体力をつける 体型維持 筋力を上げる

心理的健康 ストレス発散 リフレッシュ 自信 心の支え

プレイ欲求充足 勝敗 達成感 目標の達成 プレーしたい

社交 仲間 コミュニケーション 絆 交流

社会・生活向上価値 生活がよりよい 日常生活の充実 生きがい 生活の質

経済的価値 経済効果 観光誘致 産業 お金を生み出す

国際的価値 世界をつなげる 世界中の人々 国同士が仲良くなる 平和

教育的価値 スポーツマンシップ フェアプレー 礼儀 努力

代理達成 見ているだけで感動 競い合いを応援 応援する選手の勝利

ドラマ わくわく どきどき 見ていて面白い 緊張感を味わえる

パフォーマンス 見ている人が元気に プレーが輝く

集団的アイデンティティ 五輪への想いの共有 団結 分かり合う

学習 考えて動く 学び 技を磨く 学んで理解する

キーワード例

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一人の記述から複数の項目を読み取れる場合もあるため、合計数とn数は必ずしも一致はしない 

図26「スポーツの意義や価値」に関する記述の事前・事後の比較 

 

表14「スポーツの意義や価値」に関する自由記述のカテゴライズ表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図26から、「国際的価値」、「教育的価値」が顕著に増加していることがわかる。「国際

的価値」の向上は、授業内で「世界のスポーツの歴史」や「オリンピック・パラリンピ

ック教育」に触れたことが要因であると考えられる。「教育的価値」の向上は、「スポー

ツを通した学び」や「倫理観」に触れた記述が多く、４時間目に扱った「スポーツ倫理」

の部分や、体育理論の学習のねらいが生徒に伝わったことが要因であると考えられる。 

「健康・体力づくり」、「心理的健康」に関する回答の減少については、「健康・体力づ

くり」、「心理的健康」への意識が低下したのではなく、授業を通して、「国際的価値」、

「教育的価値」のような新たな「スポーツの価値意識」が生まれ、そちらの回答を優先

したことが要因だと考えられる。回答時間に限りがあったことや、事前アンケートで回

答した内容よりも、新たに学んだ価値観を最優先に記述したと考えられる。 

以上のことから、自由記述からの読み取りから、授業で直接扱った内容に近い、「国際

的価値」、「教育的価値」といった「スポーツ価値意識」が高まったと考えられる。 
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そこで、今度は表14を基にした、生徒一人あたりの記述の種類の変化を分析すること

とした。 

図27は、事前・事後で「あなたにとって『スポーツの意義や価値』とは何ですか」に

対する回答（自由記述）から読み取り、カテゴライズできた生徒一人あたりの記述数の

平均を事前と事後で比較した表13、図25と同様に、分散分析を行ったグラフである。 

 

 

 

    

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

図27 生徒一人あたりの「スポーツの意義や価値」に関する記述から 

読み取り、カテゴライズできた数の平均の事前・事後の比較 

 

図27から、事前に比べ、事後の値が有意に高まっており、生徒一人あたりの「スポー

ツ価値」と読み取れる記述の種類が増えたことがわかる。 

このことから、「スポーツの価値意識」が“広がっている”と考えることができる。 

表15は、生徒の「スポーツの意義や価値」に関する記述の事前・事後の抜粋である。 

なお、文中の下線部は、読み取り、カテゴライズを行った部分である。 

 

表15 生徒の「スポーツの意義や価値」に関する記述の事前・事後の抜粋 

生徒Ｐ（見取った数２個➡７個） 

（事前）体を動かすということを通して１今まで関わってこなかった人との関わりを

持ち、積極的に交流ができることがスポーツの意義だと思います。また、２自分の体

力向上、体型維持などの効果もあるいいものだと考えています。（１．社交、２．体力・

健康づくり） 

➡（事後）スポーツとは１ストレス発散や２娯楽、３楽しみの一方で４競技性がでてきて

互いに高め合うことの重要性やその５高め合う中での学べる教育ができる。そして何

よりもスポーツはするだけでなく、みる、知る、支えるという面がありその中で６色々

な人と交流し、仲を深めたり、７国際交流などができるという意義がある。（１．心理

的健康、２．社会・生活向上価値、３．楽しさ、４．プレイ欲求充足、５．教育的価

値、６．社交、７．国際的価値） 

生徒Ｑ（見取った数１個➡３個） 

（事前）１楽しくするもの。（１．楽しさ） 

➡（事後）１観ている人に良いと思われるもの。２楽しいもの。３ズルやドーピングを

使わず、平等に人の力を使って競うもの。（１．ドラマ、２．楽しさ、３．教育的価値） 

 

2.43±1.16 
2.86±1.23 

**p<.01 *p<.05 

n=80 

＊＊ 
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一部の生徒ではあるが、生徒Ｐ、生徒Ｑの自由記述からわかるように、事前に比べ、

事後では、より多くの「スポーツの価値」に関する記述が見られ、「スポーツの価値意識」

が広がったと考えられる。 

 

また、表16に示すとおり、生徒80人の自由記述における記入文字の総数は事前では

4,281字だったのが、事後では6,985字、また、KH Coder※による総抽出語数においても、

事前では、2,597語だったのが、事後では4,243語と大きく増加していた。このことから

も、スポーツの価値意識が高まるとともに、広がったと考えられる。 

 
※KH Coderとは、テキスト型データの計量的な内容分析（計量テキスト分析）もしくはテキストマ

イニングのためのソフトウェアである。どんな言葉が多く出現していたのかを頻度表から見るこ

とができる。また、テキストマイニングとは、大量の文章データから有益な情報を取り出し、文

章を単語に分割し、出現頻度や相関関係を分析し、有益な情報を抽出することである。 

 

 

表16「スポーツの意義や価値」に関する記述の文字数・単語数の事前・事後の比較 

 事前 事後 

記入文字の総数 4,281字 6,985字 

KH Coder※による総抽出語数 2,597語 4,243語 

 

 

（２）『生徒の「スポーツの価値意識」が高まったか』のまとめ 

 

・「スポーツ価値意識評価尺度」によると、「スポーツの価値意識」が高まったと考えられる。 

・また、授業で直接扱った内容に近い「スポーツ価値意識評価尺度」の項目の値は、大きく向

上した。授業で直接扱っていない項目に関しても、今回の授業の内容が間接的にスポーツへ

の価値意識を高めることに貢献したと考えられる。 

・生徒の自由記述からは、事後に新たなスポーツの価値意識が生まれ、「スポーツの価値意識」

に広がりが見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E5%AE%B9%E5%88%86%E6%9E%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%BD%E3%83%95%E3%83%88%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2
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（３）生徒の「スポーツとの多様な関わり方」に係る思考が広がったか 

図28は、「あなたは将来、スポーツとどのように関わっていきたいと考えていますか」に

対する回答（自由記述）から「する」、「みる」、「支える」、「知る」にカテゴライズできる

キーワードを読み取って集計し、事前・事後で比較したものである。 

なお、生徒の自由記述の読み取りとカテゴライズは、筆者と他の２名の指導主事の計３

名でカテゴライズを行った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※複数の項目読み取れる場合もあるため、合計数はn値と必ずとも一致はしない。 

図28「する」、「みる」、「支える」、「知る」のカテゴライズ集計結果 

 

図28からわかるように「支える」視点に関する記述が顕著に増えている。これは、スポ

ーツと「支える」視点とのつながりが、「トレーナーになりたい」や「サッカーのコーチを

する」のように直接的に関わることだけだと認識していたのが、「商品開発をして支える」

「数学者として科学的に支えたい」、「将来子どものしたいスポーツを支える」など、「支え

方の視点」が広がったことが要因だと考えられる。これは、「オリンピックとドーピング」

や「スポーツの経済効果とスポーツ産業」の学習内容において、「支える」視点に重点を置

いて教材作成した成果が現れていると考えられる。「オリンピックとドーピング」において、

「スポーツ倫理」という分野に触れ、日本人の「スポーツに対する高潔性」や「倫理観の

ある国民性」がアスリートを「支えている」という「見方・考え方」を学んだことや、「ス

ポーツの経済効果とスポーツ産業」において、「経済や産業の面からアスリートを支える」

という「見方・考え方」を学んだことが“間接的支援”の重要性を認識したと考えられる。 

「みる」視点については、「プロ野球を観に行く」のようなスポーツの観戦の仕方や技術

的な見方ではなく、スポーツを歴史や成り立ちの面など、「スポーツを文化的にみる」こと

や、スポーツとメディアの関係や経済・産業とのつながりを学んだことで、「スポーツをビ

ジネスの側面からみる」ことなど、今までとは異なる新しい「スポーツの見方」を学習し

たのではないかと考えらえる。さらに、学習内容として扱った「オリンピック・パラリン

ピック」を「ぜひ観たい」、「応援したい」という記述が多くみられた。これもまた、「スポ

ーツの文化に触れる」関わり方といえるのではないか。今年、東京で開催されるオリンピ

ック・パラリンピックを見るための教育の一端を担えたと感じている。 

「知る」視点については、事前では１名のみの記述であったが、事後では17名に大きく

増えた。体育理論は体育の「知識に関する領域」であり、今まで知らなかったことを「知

る」ことができたということで向上したと考えられる。今回の授業で、生徒たちは、「する」、

「みる」、「支える」の視点を持つための基礎としての「知る」視点を持つことができたの

ではないかと考えられる。 
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 (n=80) 

図29 簡易マンダラートにおける記述の 

「する」、「みる」、「支える」、「知る」ごとの集計結果 

 

図29は、６時間目に５つの学習内容のまとめとして、「これからの自分とスポーツとの関

わり方」について、簡易マンダラート（p.34参照）で今までの学びをアウトプットすると

いう学習活動を行い、その際、「する」、「みる」、「支える」、「知る」のカテゴリー別に記述

した個数を集計したものである。 

図28と同様に、この集計においても、「する」項目の回答が最も多かった。スポーツを「す

る」ことが、生徒自身の生活と最も身近な関わり方であるからだと考えられる。内容とし

ては、「今やっているスポーツを続ける」という競技を継続する回答よりも、「健康のため

にランニングをする」、「子どもと公園で遊ぶ」など、健康や生涯スポーツにつながる観点

の記載が多かった。アスリートとして競技を続けていくことも多くの高校生にとって魅力

的ではあると思われるが、「健康」や「生涯スポーツ」の観点が多く回答されたことは、こ

れまでの保健の授業や体育の授業の成果であるとも考えられる。 

２番目に多かったのは、「支える」項目であった。前述（p.59参照）したように、授業を

通して、スポーツの“間接的支援”の重要性を認識したことが要因だと考えられる。内容

としては、「競技ボランティアをする」、「実際に観戦に行き応援する」、「会社に入ってスポ

ンサーとして支える」というような記述であった。 

図29は、自由記述からカテゴライズした図28の事後のデータとおおよそ比例しており、

本検証授業では、「スポーツとの多様な関わり方」に係る思考の広がりといった面で、「支

える」、「知る」の視点を多くの生徒が新たに身に付けることができたと考えられる。 

以上のことから、生徒が自身に応じた「スポーツとの多様な関わり方」の思考を広げる

ことができたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図30 簡易マンダラートの生徒の記述例 
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（３）『生徒が自身に応じた「スポーツとの多様な関わり方」の思考が広がったか』のまとめ 

 

・事後アンケートに「する、みる、支える、知る」のうち、「みる」視点、「知る」視点、特に

「支える」視点に関する記述が多く見取れ、「スポーツとの多様な関わり方」に係る思考が広

がったと考えられる。 

 

 

（４）仮説検証のまとめ 

 

・全員の生徒が、体育理論の授業を楽しいと感じるとともに、体育理論の授業の必要性を認識した。 

・生徒は、「教えて考えさせる授業」による学習過程を概ね肯定的にとらえていた。 

・授業に対する取組姿勢は、ほぼ全員の生徒が、毎時間、前向きであった。 

・「する、みる、支える、知る」視点を学ぶ教材について、作成者の意図が生徒に反映された。 

・生徒のスポーツの価値意識が高まり、広がった。 

・スポーツとの多様な関わり方の思考が広がった。中でも「支える」視点を新たに身に付けた

生徒が多かった。 
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第４章 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果と課題 

（１）研究の成果 

  本研究では、スポーツの価値意識を高め、スポーツとの多様な関わり方の思考を広げるた

め、「教えて考えさせる授業」を通して「する、みる、支える、知る」の視点を学ぶ教材を活

用した体育理論の授業モデルを提案することを目的とし、高等学校第１学年の体育理論の単

元「スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴」で実践した。その結果、「教えて

考えさせる授業」を通して「する、みる、支える、知る」の視点を学ぶ教材を活用した体育

理論の授業は、スポーツの価値意識を高め、スポーツとの多様な関わり方の思考を広げるた

めに有効な手立てであった。 

   理論研究及び仮説の検証結果等から、本研究の成果を次のとおり整理した。 

 

ア 豊かなスポーツライフにつながる「する、みる、支える、知る」の視点を身に付けた成果 

  イ 体育を前向きにとらえるアプローチ 

  ウ 生徒にとって魅力的な単元 

  エ 本単元と「教えて考えさせる授業」との相性－知ることが基礎となる－ 

  オ クライマックスを演出 

  カ 見通しと振り返り－学習ノートの有効活用－ 

キ 「体育の見方・考え方」を働かせるために 

 

 ア 豊かなスポーツライフにつながる「する、みる、支える、知る」の視点を身に付けた成果 

新解説において、体育の知識は、「意欲、思考力、運動の技能などの源」３）と示されてい

る。生徒の事後の感想に「新しい知識が知れたとき、とても気持ちが良かった」、「もっと知

りたい」といった趣旨の記述が多数あった。今回、実態調査の結果（pp.42-43 参照）から、

体育理論に関する既有知識が少ない状態からのスタートであったが、本研究では、知らなか

った知識を習得することで、知的欲求を満たし、学習意欲を高めることにつながることが示

唆された。 

本研究では、「スポーツの価値意識の高まり」と「スポーツとの多様な関わり方の思考の広

がり」をねらい、「する、みる、支える、知る」の視点を学ぶ教材を作成した。 

それらの教材は、スポーツの価値意識が高まり、「みる」、「知る」、特に「支える」の視点

の広がりに有効であった。生徒はこれまで、スポーツは「する」ものであるという認識が強

く、他の視点は、今まであまり意識したことがなかったと考えられる。今回の体育理論での

学びを通して、「オリンピックを観たい、関わりたい」、「ビジネスの視点でスポーツに関わり

たい」、「数学者として科学的に支えたい」等の記述からもわかるように、「みる、支える、知

る」といった新たなスポーツとの関わり方が思考できるようになったと考えられる。中でも

「支える」視点の広がりが顕著であった。これまでの生活の中では、周囲の大人たちに“支

えられる”側であった生徒が、学びを通して、「支える」視点を身に付けたと考えられる。ま

た、生徒の「今回の体育理論を通して初めて知ったことでスポーツへの見方・考え方が変わ

った」、「新しい価値観を開いてくれた」、「この授業を終えた後、全く違う考え方になってい

た」といった記述からも、「する、見る、支える」といったスポーツとの多様な関わり方を「知

る」ことで、スポーツの価値意識が高まったと考えられる。これは、生徒が、スポーツは「す

る」だけではなく、スポーツと経済や産業といった社会とのつながりやスポーツの文化的・
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歴史的な側面を学んだことで、新たなスポーツの価値観を身に付けた結果だと考えられる。 

以上のことから、「スポーツの価値意識の高まり」と「スポーツとの多様な関わり方の思考

の広がり」は、保健体育科の目標である「生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなス

ポーツライフを継続する」ための重要なポイントだと考えられる。 

 

イ 体育を前向きにとらえる領域 

村瀬らは、体育理論を「運動が苦手な生徒達にとってスポーツに関わる場面にポジティブ

に接することのできる貴重な機会」８）と述べている。実際に、本研究でも、事後の感想で、

「実技が苦手だったが、この授業を受けてスポーツをやりたくなった」との記述も見られ、

体育理論がいわゆる“体育嫌い”の生徒に対し、体育を前向きにとらえることができる領域

であると考えられる。さらに、「もっとスポーツを楽しめるようになった」、「この知識を活か

してスポーツと関わりたい」、「実技が苦手だったが、この授業を受けてスポーツをやりたく

なった」とのコメントもあるように、体育理論で得た知識やモチベーションを実践に活かそ

うとする意識も見取ることができた。 

  

ウ 生徒にとって魅力的な単元 

村瀬らは、「特に、スポーツ文化の理解を実施する場合、子どもは『する』スポーツとはか

け離れた内容に見える。そのため教員が教材研究を十分に行っていない場合、子どもたちの

興味関心は喚起されづらいであろう」８）と述べている。今回、入学年次（１年次）の単元「ス

ポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴」に対して、生徒がしっかりと興味関心

を示している結果が得られた。つまり、この単元は、生徒の興味関心を喚起する素材が十分

に存在すると考えられる。むしろ、筆者は、生徒にぜひ伝えたいスポーツにまつわるエピソ

ード等の素材が多くあり、何を教材にするかを悩んだほどであった。村瀬らが、「教員が教材

研究を十分に行っていない場合」８）と述べているが、教員がこの単元の教材研究を十分にで

きれば、入学年次（１年次）の単元「スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴」

は生徒にとって魅力的な単元だと考える。本研究では、その教材研究を行う際のポイント

（pp.19-23）の一例を示すことができたと考える。 

事後アンケートの感想を、KH Coderでテキストマイニング（p.59参照）を行ったところ、

80名の文章から、「楽しい」、「楽しかった」、「楽しく」という単語が 57個抽出された。授業

の楽しさを問うた質問で、「そう思う群」が 100％であった（p.45参照）こともあり、本単元

が楽しい授業であったことに確信が持てた。 

“楽しむ”ことが学びの大前提である。本研究で、生徒は、スポーツの価値意識が高まっ

ていくことやスポーツとの多様な関わり方の思考が広がっていくことを“楽しんでいた”と

考えられる。 

 

 エ 本単元と「教えて考えさせる授業」との相性－知ることが基礎となる－ 

本研究で取り扱った単元「スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴」は、「教

えて考えさせる授業」による学習過程が適した領域であると考えられる。この単元で内容は、

生徒にとって日常出会わない内容であり、ほとんど“知らない”状態からのスタートだと考

えられる。中学校でも体育理論は設定されてはいるが、年間３単位時間と少なく、本研究の

実態調査（p.42参照）からもわかるように記憶に残っていないことがわかった。つまり体育

理論は、まず知識を「教える」ことから始めなければ、問題解決学習を行えず、「教えずに考

えさせる授業」36）となってしまうことも考えられる。木原も、体育理論の主体的な学びをは

き違え、生徒任せになることを懸念しており、「体育理論で学ぶ知識は、運動領域における知

識や自身の生活経験の範疇を超えた概念的なものであり、生徒たちが勝手に自ら見出すこと
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は困難」70）と述べている。よって、体育理論は、「教えて考えさせる授業」による学習が適し

た領域であると考える。また、授業をつくる側の筆者も、授業準備を進める上で、「教えて考

えさせる授業」は見通しが立てやすく、単元計画・教材作成がしやすいと感じた。事後の感

想に、「授業が受けやすかった」という趣旨の記述が多数あったことから、一定の法則性のあ

る授業の進め方とペア学習を中心とした学習形態により、生徒にとって受けやすい授業にな

ったと考えられる。 

  

 オ クライマックスを演出 

１～５時間目でしっかりと「教え」、６時間目に、これまでの授業を象徴するスライドにバ

ックミュージックをかけながら視聴させ（回想ムービー、p.33 参照）、クライマックスを演

出したことは、授業における取組姿勢等の検証結果（pp.50-51参照）から、単元を通して考

えるまとめの時間には効果的であったと考えられる。また、６時間目で行った「自分とスポ

ーツとの関わり方」で使用した簡易マンダラート等の教材（pp.33-34参照）は、１～５時間

目で学んできた知識を自分の生活に落とし込んだり、スポーツとの多様な関わり方を具体的

にイメージしたりすることができ、スポーツの価値意識をさらに高めることにつながったと

考えられる。 

 

 カ 見通しと振り返り－学習ノートの有効活用－ 

本研究においては、学習ノート（p.25参照）で本時の学習のねらいを明確にしてから授業

を行い、授業終盤には学習ノートで本時の振り返りを行うこととした。また、筆者は生徒の

振り返りに対してコメントを付けて学習ノートを返却した。そして、この一連の活動が学習

の見通しを立てたり、学習したことを振り返ったりする活動を充実させ、生徒の学習意欲の

向上に大きく貢献できたと考える。 

なお、学習ノートは、「教えて考えさせる授業」の「自己評価」活動として位置付けて行い、

事後アンケートでは生徒も肯定的なとらえ方をしていた（pp.49-50参照）。 

 

キ 「体育の見方・考え方」を働かせるために 

今回の学習指導要領改訂において、「深い学びの鍵」53）とされるのが「見方・考え方」であ

り、科目体育の目標にも「見方・考え方を働かせ」54）と記載されている。 

新解説では、「体育の見方・考え方」について、次のように述べられている55)。 

 

体育の見方・考え方については、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する観点を踏

まえ、「運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に

果たす役割の視点から捉え、自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な

関わり方と関連付けること」 

 

以上のことから、今回は、「する、みる、支える、知る」の視点を学習したことで、生徒は

今後、「体育の見方・考え方」を今まで以上に働かせることが可能になったと考えられる。 
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（２）研究の成果を基にした授業モデルの提案 

以上の本研究の成果を基に、第１学年の「スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツ

の特徴」の体育理論の授業づくりのポイントについて、次のとおり提案する。 

表 17は、今回の「教えて考えさせる授業」による授業を一部修正したモデルである。 

 

ア 学習指導要領解説を読み込み、指導内容を明確に把握する。 

イ アに対応した教材（教科書を含む）を準備する。その際、「する、みる、支える、知る」

の視点も学べる教材を準備する。 

ウ 見通しを立て、振り返りが行える学習ノートを準備する。できれば、生徒の振り返りに

対し、コメントを書いて返却する。 

エ 画像や動画など視覚に訴える教材を可能な限り準備する。 

オ 教えることと考えることを意図的に配置する。 

 

 

表 17「スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴」の授業モデル 

時間 学習内容 主な学習活動 

１ 

教 
 

え 
 

る 

オリエンテーション（見通しを

立てる） 

スポーツの歴史的発展と変容 
 

する みる 支える 知る 

※１ 〇 

※２ 

 ◎ 

教える 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

理解確認のペア・ミーティング※３ 

ディベート風ブレインストーミング 

学習ノート（振り返り） 

２ スポーツの技術、戦術、ルール

の変化 
 

する みる 支える 知る 

 〇  ◎ 

教える 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

理解確認のペア・ミーティング※３ 

ディベート風ブレインストーミング 

学習ノート（振り返り） 

３ オリンピックムーブメント 
 

する みる 支える 知る 

 ◎ 〇 ◎ 

教える 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

理解確認のペア・ミーティング※３ 

フォトランゲージ 

分類フレーム付きブレインストーミング 

学習ノート（振り返り） 

４ オリンピックとドーピング 
 

する みる 支える 知る 

※１  ◎ ◎ 

教える 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

理解確認のペア・ミーティング※３ 

分類フレーム付きブレインストーミング 

学習ノート（振り返り） 
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５ スポーツの経済的効果とスポ

ーツ産業 
 

する みる 支える 知る 

 〇 ◎ ◎ 

教える 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

理解確認のペア・ミーティング※３ 

分類フレーム付きブレインストーミング 

学習ノート（振り返り） 

６ 

考
え
さ
せ
る 

自分とスポーツとの関わり方 

 
 

する みる 支える 知る 

生徒が今までの学びを活かし

思考し判断、表現する 

振り返り 

講義（ＩＣＴの活用） 

考えさせる 

お見合いルーレット 

簡易マンダラート 

学習ノート（振り返り） 

【学習内容に関する補足】◎特に重点を置き学びを促す視点 〇重点を置き学びを促す視点 

 

※１ 体育理論（１～５時間目）では、「する」視点は重点を置かず、座学でこそ成果の高まりが

期待できる「みる、支える、知る」の３つの視点の学習を重視する。 

※２ 本研究における生徒の回答を参考に重点を置く視点を変更した。この学習内容においては、

スポーツの文化的な内容が主であり、スポーツを文化的に「みる」ことに重点を置くことと

した。 

※３ 本研究における検証授業では、「理解確認」に代わる活動として「ペア・ミーティング」を

行ったが、効果を検証できるほど重点を置かずに行った。しかし、実際に検証授業を行う中

で、短時間で生徒同士で理解確認ができるとても合理的な学習であった。 

よって、生徒が理解に苦しむであろうポイントをあらかじめ見通し、計画的にペア・ミー

ティングによる「理解確認」を実施することは、高い学習効果が期待できると考えられる。 

 

 

（３）今後の課題 

   研究を進めていく中で、次のような課題が見られた。 

 

 本検証授業で学んだ４つの視点、つまり「体育の見方・考え方」を他の運動領域でどのよう

に働かせるかが、今後の課題であり、年間指導計画を作成する段階で、検討していく必要があ

る。 
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図32「体育理論は必要だと思うか」 

事前・事後の比較（他の６クラス） 

図31「体育理論の授業は楽しかったか」に対する

回答（他の６クラス） 

２ 共通教材としての検討 

筆者が本研究に至った背景は、体育理論の授業は現場に浸透しきれておらず、また、授業改

善も進んでいないと考えられることがきっかけであった。（p.5参照） 

そして、村瀬ら、大越は、「教材の扱いづらさ」や「教員の教材研究の不足」を例として挙げ、

また、体育理論のアクティブ・ラーニングのロールモデルを提示していくことが、体育科教育

関係者に求められていると述べている８）12)。（p.5参照） 

そこで、今回は本研究と並行して、第１学年の他の６クラスでも同じ教材を使用し、４名の

教員が授業を行い、体育理論の共通教材の有効性を探った。 

筆者が、他の４名に対して単元計画・教材の活用方法についてのレクチャーを直接行った。

（p.34参照） 

本研究と同様の事前・事後アンケートを実施したので、その結果の抜粋を次に示す。 

 

 

（１）生徒が授業をどのようにとらえたか 

ア 体育理論の授業は楽しかったか 

図31は、事後アンケートの「体育理論の授業は楽しかったですか」という質問に４件法

で回答してもらった結果である。 

 

イ 体育理論の必要性の認識 

図32は、事前アンケート（以下、事前）と事後アンケート（以下、事後）の「体育の授

業において『座学で学ぶ知識（体育理論）』は必要だと思いますか」という質問に４件法で

回答してもらった結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図31を見ると、「そう思う群」が98％を占め、ほぼ全員が、今回の体育理論の授業を楽しむ

ことができたと考えられる。 

   図32を見ると、「そう思う群」が、事前では83％であったものが、事後では96％となり、ほ

ぼ全員の生徒が、今回の授業を通して、体育理論の必要性を認識できたと考えられる。 
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（２）生徒の「スポーツの価値意識」が高まったか 

図33は、「スポーツ価値意識評価尺度（簡易版）」（７件法、p.8参照）による事前と事後ア

ンケートの結果（３つの視点毎の平均値及び対象の２クラス｟p.56の図25参照｠と同様に行

った分散分析の結果）である。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

                    

 

図33「スポーツ価値意識評価尺度（簡易版）」の質問に対する 

カテゴリーごとの回答の事前・事後の比較 

 

図33から分かるように、３つの視点とも、事前に比べ、事後の値が有意に高まっており、

「スポーツの価値意識」は授業後に高まったと考えられる。 

 

以上のように、共通教材を使用した６クラスにおいても、筆者の実践した授業と同様の効

果があったと考えられる。 

また、図31、32の結果も、第３章の筆者による授業の結果（図16p.45、図17p.46参照）と

比較しても、「そう思う群」は、大きな差は見られなかった。 

村瀬らの研究にもあるように、学校現場では、体育理論に対して「内容が扱いづらい」、「子

どもの反応が良くない」、「教材が手元に無い」という声を多く聞く。今回、教材を共通教材

として使用することで、一定の効果を示したことから、もし、内容の扱いや教材で困ってい

る場合は、今回のような共通教材による体育理論の授業を検討してもよいのではないかと考

える。 

その際、教材作成時から関係教員が関与できると、教材解釈も深まり、今回以上の成果が

期待できると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

**p<.01 *p<.05 

** ** 
** 

n=231 

5.48±0.82 
5.96±0.86 

5.54±0.93 
5.96±0.89 

5.84±0.83 
6.04±0.90 
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３ 今後の展望 

（１）体育理論と運動に関する領域とを関連付けるカリキュラム・マネジメントに係る実践研究

への期待 

新解説に、運動に関する領域において、具体的な知識と汎用的な知識との往還を図るなど

して、知識を効果的に理解できるようにするとともに、体育理論との関連について、「体育理

論、体つくり運動及び保健の学習成果を関連させ、それぞれの領域の学習に生かすこと」29)

と示されている。また、佐藤は、「体育理論の学習と実技の学習をどのように関連付け、深い

学びを導くのか」71）が大切であると述べている。 

つまり、体育理論で学ぶ知識を生かし、運動に関する領域の授業を展開していくことが、

保健体育科において重要なカリキュラム・マネジメントであると考えられる。 

しかし、本研究においては、体育理論と運動に関する領域との関連まで追求する研究に至

らなかった。特に、今回の研究対象である入学年次（１年次）に設定されている体育理論の

学習内容は、スポーツの歴史や文化的な内容が中心であり、一般的に運動領域との関連付け

が難しいことが想像できる。しかし、本研究を終えた生徒たちの事後の感想に、「スポーツの

見方・考え方が変わった」、「今後、体育の種目の取り組み方が変わりそう」等、運動に関す

る領域への良い影響が期待できる趣旨の記載が多くあった。ぜひ、体育理論と運動に関する

領域との効果的な関連付けを工夫したカリキュラム・マネジメントに関する研究が行われる

ことを期待したい。 

 

（２）入学年次以降の年次における体育理論の教材研究の継続 

 本研究では、入学年次（１年次）の単元しか実践できなかった。入学年次の次の年次（２

年次）では、「運動やスポーツの効果的な学習の仕方」、それ以降の年次（３年次以降）では、

「豊かなスポーツライフの設計の仕方」が設定されている。単元の特性に応じて設定の時期、

タイミング（期間をまとめての実施か分散させた実施か）など、検討すべき点はあるが、総

じて「教えて考えさせる授業」による学習過程は、単元計画、指導案作成の観点からも見通

しをもって計画を立てやすく、生徒達も授業を受けやすいと考えられる。また、特に「みる、

支える、知る」の視点は、生徒にとって大変新鮮で興味関心の高い視点であったことがわか

った。 

ぜひ、この「教えて考えさせる授業」を学習過程の基盤に置き、「する、みる、支える、知

る」視点を大切にし、本研究ではできなかった体育理論の他の単元における授業の実践研究

に期待しつつ、筆者も引き続き体育理論の教材研究を続けていきたいと考えている。 

 

（３）運動に関する領域で「体育の見方・考え方」を働かせるための検討の必要性 

体育の様々な領域で、教員から「『体育の見方・考え方を働かせましょう』と言っても、生

徒は体育の見方・考え方がわかっていないと働かせることはできない。」との声がよく聞かれ

る。今回の授業は、他の領域でも「体育の見方・考え方」を働かせるために貢献できたと考

える。次の段階は、具体的に、他の領域のどのような場面で「体育の見方・考え方」を働か

せるかの検討が必要である。 

 

（４）学校現場における有効な体育理論学習の広がりへの期待 

今回、検証授業を行うにあたって、瀬谷高等学校の保健体育科教員４名には、多大な協力

を得ることができ、本当に感謝している。この４名の教員は、本研究の趣旨を理解し、自ら

進んで共通教材による授業実践をしたいと手を挙げてくれた意欲のある教員たちであった。

実際に、今回のような成果が出たのは、共通教材の質以前にこの４名の教員の“保健体育科

教育に対する意欲”あってこその結果であると確信している。 
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さらに、今回実践した４名の教員は、「来年度、どのように体育理論の学習を行えばより効

果的か」ということを話し合い、準備を始めている。本当に嬉しく、頼もしい反応であり、

教育現場にあるべき教員の姿だと感動した。 

ぜひ、今後もより良い保健体育科教育の実現に向けて、意欲ある教員たちによる有効な体

育理論の教材研究、授業実践が広がっていくことを願っている。 

 

最後に 

 私自身、近年、日々の多忙さを言い訳にして授業研究が疎かになっていたと感じる。ここま

で学習指導要領を読み、解説でその１つ１つの意味を紐解き、さらにその根拠となる答申で理

解を深めたことも初めてであった。「何をどのように教えるか」を熟考し、単元計画、指導案、

教材に落とし込んでいく、まさに私自身が、「主体的で・対話的で深い学び」を行う日々であっ

た。本来、保健体育科のプロとして知らなければならないことを、今まで不勉強なまま生徒の

前に立ち続け、いかにプロ意識が欠けていたか日々感じながら研究を行っていた。 

そして、本研究において、懸命に思考を凝らし、実践した検証授業であった。その検証授業

を実施したクラスの生徒の事後の感想に次のような文章があった。 

 

最後の振り返りが返ってくる度に達成感があり、とても楽しい時間を過ごせました。正直、

体育でこんなに楽しい時間を過ごせたのは初めてです。とても感謝しています。 

今回のことを活かして今後もやっていきたいなと思います。また、新たな楽しみ方ができる

かもしれません。ありがとうございました。 

  

今までのスポーツに対する価値観を新しく開いてくれた最高の授業でした。 

 

 本当にこの授業で自分の中の何かが変わった気がする。 

 

私自身、保健体育科教諭として、授業を通してこれほど感動を覚える生徒の反応をもらった

のは初めてであった。本当に嬉しかった。そして、授業の持つ教育的効果の重要性を改めて感

じることができた。授業を大切にしよう。当たり前のことだが、身に染みて再確認した。 

 自分自身の「無知の知」を知ったこと、教育のプロとしての自覚を一新できたこと等々、こ

の長期研究員としての１年間は、保健体育科教諭としての一生の財産である。 

 保健体育科教育が持っている素晴らしい教育効果を今後も追い求めていきたい。また、今回

の経験をより多くの教員と共有したいと思っている。 
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